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Abstract 
The basic propositions and a new perspective for a general socion theory is developed. A three layered 
network model of the socion dyad is constructed. The infolding-disfolding mapping between the layers 
(symbols, representations, and objects) are explained in terms of communications and object relationships. 
The mirror feed-back circuit of the self-system, as well as the reality-construction mechanism by 
communication are explained by the socio-graph. The origin of thinking, laughter and the experiences of 
shame are discussed in terms of socion theory. 
Key words : socion communication network dyad self laughter shame mirror image 
抄録
ソシオン (socion= socio-neuron)は，社会ネットワークの結び目としての人間あるいは集団をさす造語であ
る。ソシオンであるヒトは，他者を像として取り込み（私 I)' その他者のかざす鏡像（私II)から，私自身のみ
た私（私II)を合成する。ソシオンは私 I,私I,私IIのそれぞれの像に荷重することで，自他の社会関係に対
する選択的な適応をはかる。鏡像荷重（私II)は，信頼荷重（私 I) を介して，私自身の自己荷重（私II)に帰
還する。この鏡像帰還によって，社会的評価をふくむ予期ポテンシャルが還流するコミュニケーションのループ
が構成される。ソシオン理論は，ソシオンの多重複合ネットワークにおけるコミュニケーションプロセスを解析
することで，人間と社会のダイナミックなプロセスを科学的にとらえるための思考の実験である。ソシオン理論
のフレームの概略と，いくつかの道具類を簡潔に提示する。
キーワード：ソシオン，ネットワーク，コミュニケーション，複合システム，自己， リアリティ，鏡像，羞恥，
笑い
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ヒトは他者と関係を結んで社会ネットワークをつくる。ソシオン (socion= socio-neuron)は，
社会ネットワークの結び目としての人間あるいは集団をさす造語Dである。ソシオンであるヒ
トは，同種の個体を像として取り込み（私 I), その他者のかざす自己（以下「私」ともいう）
の鏡像（私II) から，私自身のみた私（私II) を合成する。この私 I'私I,私mのそれぞれ
について構成・賦与される評価をともなった予期ポテンシャルを「荷重」とよぶ。ソシオンは，
それぞれの像に荷重することで，自他の社会関係に対する選択的な適応をはかる。
他者が私の像に置いた鏡像荷重（私II) は，私の他者への信頼荷重（私 I) を介して，私自
身の自己荷重（私II) に帰還する。この鏡像帰還によって，社会的評価をふくむ予期が（ポテ
ンシャルとして）環流するコミュニケーションのループが構成される。ソシオンは，この鏡像
のループによって外部の他者に連結された一種の超個体，つまり「人ー間」2)となる。
ソシオンは，たがいに鏡像をかざし，また取り込みながら，一定の自由度をもって荷重コミ
ュニケーションを媒介し，社会ネットワークにおけるシステム・ダイナミックスを生成する。
ソシオン理論は，ソシオンの多重複合ネットワークにおける人間と社会のダイナミックなプロ
セスを科学的にとらえるための思考の実験である。最終的には，人間と社会について正確に思
考するための道具となることをめざしている。本稿では，ソシオン理論のフレームの概略と，
いくつかの道具類を簡潔に提示する。
〇 ソシオン理論の骨子
0-1 ソシオンは自他の像を取り込む
ソシオンは，ネットワーク近傍の他者を，視党像もしくは表象イメージとして取り込む。ま
た鏡に映った自己の像を取り込んで自己像を構成する。対象を情報的に取り込み，可能態をふ
くめて内部モデルを構成することを「たたみ込む」，あるいは「くり込む」と表現する丸
0-2 ソシオンは像を外化する
ソシオンは，取り込んだ表象イメージ（像）によって身体図式を駆動し，行動を制御する。
1) ソシオン理論の発想は，関西大学における雨宮俊彦と藤沢等と筆者の出会いの中から生まれ， 3人の議論
の中で多くの発展をとげた。その後 3者の関心や方法論の相違によってしばらくそれぞれの自由な構想
の展開にゆだねられることになった。本稿は，木村によるソシオン理論の現段階の到達点をしめすもの
で，その内容についてはひとり木村が責を負うものである。もちろんすべての批判と参加に開かれたもの
であることはいうまでもない。
2) 「ソシオン」は「人間」と読み替えていただいてかまわないが，厳密には生物学的個体としてのヒトを超
えた概念である。それは，脳におけるイメージ X荷重機能にベースをもつ神経情報システムであり．自他
変換，鏡像誘導，境界可変といったいくつかの点において，生物としての個体を超え出ている。ソシオン
としての人間は，私 I私I私IIの3つの荷重表象によって構成される超個体的回路である。この回路は時
に暴走し，最終的に発狂や自殺といったかたちで崩壊することがありうる。
-66-
ソシオンの一般理論 (I) (木村）
イメージによる身体図式の駆動を，イメージの外部への「展開」もしくは「くり出し」と呼ぶ。
「道具使用」など，自由度の高い行動は，このイメージによる運動の制御によって可能になる。
取り込まれた他者の表象イメージによる自己の身体制御が「模倣」である丸
0-3 ソシオンは，鏡像に同一化する
ソシオンは，他者の目に映った自分の鏡像（私II) を自己の像として取り込む。複数の自己
イメージの間の選択は，自己意識を誕生させる。イメージとしての自己像は他者の視線がなけ
れば， リアルに体験されない。自己の選択性と他者の視線の力のあいだで発生する備給の振動
が「羞恥」である。
0-4 ソシオンは自他の像に荷重する。
自他の像に対して賦与される信頼や不信の量，あるいは好き嫌いの量を「荷重」5)とよぷ。荷
重は正負の分極をもつポテンシャル量で，デキゴトあるいは行動の「予期」（対応の準備状態）
を形成する。同類の個体からもたらされるだろうデキゴトにたいする予期を形成することは，
ヒトにとって最重要な課題である。
3) 「今こそあなたに・・・物の像というものが存在することを論じはじめることにしよう。そのものは． も
のの表面から引きはがされた膜のように空気のなかを，あちらこちらに飛びまわっている。そのものはま
た，私たちが目をさましていながら，また眠りの中で．不思議な形や，この世の光りを失ったものの幻を
しばしば目にするときに，私たちの心を恐れさせ．また疲れて眠っている私たちをしばしば恐怖で目ざめ
させ・・•あるいはまた，死後．体も他の本性も滅び，それぞれの元索に分解されたとしても私たちの何
かが残っているかもしれないと思わせるものなのである。...それゆえ私はいう，物の像および希薄な
形が．その表面からその物によって放出されるのだ．と。」とは．二千年以上前に書かれたルクレティウ
スの一文である。ルクレティウスのいう「像」あるいは「表面」を「情報」と読み替えるだけで．現代の
情報論的な自然観に通じる戦慄的な洞察である。なお，ソシオン理論が依拠する人間ー社会科学における
情報論的パラダイムは，吉田民人の労作「情報科学の構想」に負うところが大きい。
4) イメージ（像）による身体制御能力はヒトの重大な特性である。それは，道具使用や動作の個体間学習を
可能にして，「文化」を誕生させた。イメージによる身体図式の駆動能力がなければ．鏡像による姿勢制
御はむつかしい。この外部の鏡に写った自分の像を取り込んで内部から身体図式を制御するというのは．
実は大変な能力である。おそらく．この鏡像制御と模倣能力がヒトの直立の条件であり．この直立こそが
脳の肥大化を可能にした．と考えられる。
ちなみに．ヒトにおける「魅惑」と「鏡像への同一化」の問題を．動物における「刷り込み」 (imprinting)
に匹敵するものとして重要視したのは．精神分析学者の J.ラカンである。刷り込みについてはK.ロー
レンツのほか，今西錦司を参照されたい。
5)荷重した他者の像を内部に構成することによって．いまここに現前していない「不在の他者」を，関係可
能な存在として保存することができる。「死者」もまた．「不在の他者」と同じように．個体の脳の内部に
構成・保存された他者の「像x荷重」である。その身体は亡くなっても．面影（表象）や想い出，畏怖の
念など（荷重）を起動して，（ふつう．一方向通行である点に難があるが）コミュニケーションの対象と
して指向することができる。つまり時おり思い出して祈ったり呼びかけたりすることができる。これは人
間ならだれでもふつうに行っていることで，別段神秘的でも妄想的でもない。むしろ．死者という社会的
な存在（神経回路のネットワーク上に保存された荷重表象体）をこれまで科学思考のまな板に乗せなかっ
たことの方が不思議である。
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0-5 ソシオンの自己荷重は鏡像の帰還をうける
ソシオンのネットワークでは，それぞれの自己の像と荷重が他者の内部に生まれる。ソシオ
ンは，他者のもとにあるこの自己の鏡像に同一化する。その結果，他者が自分をどのように荷
重したか，その鏡像への荷重評価の認知によって，自己の存在感情が変動する。このとき，他
者にたいして自己が置いた荷重量が，この鏡像荷重の帰還量を増減するゲイトとなる。鏡像帰
還によるこの存在感情（自己荷重）の変動こそ，ソシオンの社会性を構成する核心のメカニズ
ムである。
0-6 ソシオンはサプネット上で自他の荷重変換モデルをつくる
ソシオンは，内部へくり込んだサプソシオンを連結させて，自他の関係制御のためのモデル
を構成する。その内部モデルの荷重変換動作によって，関係に対する一定の予期（期待やおそ
れなど）が発生する。モデルの特性は初期体験に大きく依存し，その構造や変換動作がソシオ
ンの動作特性（「気だて」や「性格」）を決定する。
2者関係 (dyad)のモデルを「ダイオン」 (dyon), 3者関係 (triad)のモデルを「トリオン」
(trion) とよぶ。ダイオンおよびトリオンの構造とその変換論理は次稿で論じる。
0-7 ソシオンはくり込んだ自他の荷重を変換•更新して，ふたたぴ外部へくり出す
内部モデルによる荷重の変換動作は，予期ポテンシャルの変更をもたらし，欲望や愛の運動
を発生させる。ソシオンはこの更新された内部の荷重表象に一定の選択をかけて，行動や感情
として外部へ「くり出す」。いったんくり出された行動や表情・言葉は， もうひとつの自由度を
もつ他者の内部モデルにくり込まれ，それなりの荷重変換を経てふたたび外部へくり出される。
0-8 ソシオン・ネットワークが個体にたたみこまれたのが「個人」， くり出されたものが「社
会」である
「くり込み」モードでとらえられた個別ソシオンのネットワークがいわゆる「個人」に相当
し，「くり出し」モードで多重に展開された行為の連関が「社会」を構成する。人間と社会は，
ソシオンのネットワークのふたつの局面あるいは位相であり，オーダーを異にするが，異なっ
た実体ではない6)0
6)この視点はぺつに新しいものではない。 C.H. クーリーも「個人と社会は経験的に分離可能な現象では
なく．むしろ同一物の集合的・配分的両側面である」と述ぺている。現代の理論社会学者P.バーガーに
よれば．「個人が社会の所産であるのは内化によってであり．社会が個人の所産であるのは外化によづて
である。」彼は人間と社会の関係を内化と外化の弁証法的＝対話法的なダイナミックなプロセスとして捉
えている。本稿で言う「くり込み」が「内化」 (internalization), 「くり出し」が「外化」 (externalization)
に相当する。
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0-9 社会システムは，ソシオンの「くり込みーくり出し」変換を多重に合成する
諸ソシオンが部分的に重なりあって近傍の他者を「くり込み」，荷重変換で予期を導き，選択
的に外部へ「くり出す」その動作を反復することで，社会ネットワークに自己組織化の運動が
発生する。「くり込みーくり出し変換」によって，階層を移動しながら絶えず生成• 更新されつ
つ編まれていく多重多元ネットワークをソシオン・ネットワークもしくはソシオネット
(socionet) とよぶ。
0-10 荷重変換と社会結合には一群の可能なパターンがある
個々のソシオンが内部でおこなう荷重変換は，完全にランダムでも，自由でもない。 2者関
係の制御モデルであるダイオンはすくなくとも 8種， 3者関係の制御モデルであるトリオンは
並列，直列をあわせて48種の動作類型をもつ。これらの動作パターンの組合せによって，いろ
いろなタイプの社会的な関係が形成される。社会システムは，これらの動作パターンの選択的
連結と回帰ループの形成によって可能となる”。
0-11 ソシオンのネットワークは，一定の連結の組合せによって，閉じたソシオスを形成する
変換動作が連結されて，荷重（予期ポテンシャル）の超個体的な循環が形成されると，関係
自体が回帰的に保存されるようになる。 PNP,NNPなど，攻撃型の連帯結合によって，ネット
ワークそれ自体が超個体的な自己保存のメカニズムをもつにいたったネットワークを「ソシオ
ス (socios)」と呼ぶ。ソシオスは，それを構成する一部のソシオンの参入や離脱を超えて，自
己の境界を維持し，構造を生成する8)。
7)理論社会学におけるシステム論的アプローチはすでにこのような視野を切り開いて久しい。「複雑系とし
ての社会システムの特徴は，さまざまなメディアの働きが，社会システムの多レベル，多次元・多位相に
おける諸要索の作用や関係にあらわれて，独自な［全体化の付加的価値］を与えるところにある。」（新睦
人）。ソシオンの 2階くり込みモデルから導かれたこのダイオンとトリオンの概念は，「ダプル・コンティ
ンジェンシー」 (T.パーソンズ）「複雑性の縮減」 (N.ルーマン）などと呼ばれてきた社会連結のメカ
ニズムを，それなりに探求・思考するための概念装置である。
ちなみに，ソシオン理論は当初，このネットワークの自己組織化の運動＝社会形成のプロセスを，将来
においてコンピューター上でシミュレーションする可能性を視野に入れて構想された。未だ不十分なも
のでしかないが，その最初の模索が雨宮・藤沢・木村1995にある。
8) メンバーを選択的に識別して排他的に内部を構成する部族や国家，民族，宗派などがソシオスの例であ
る。この外部に対する選択的排除をともなう（社会的な免疫機能とも言える）自己防衛機能の発動は， し
ばしば「戦争」というかたちをとる。戦争をするのは国家とはかぎらない。民族もしばしば戦争（あるい
は内乱）を起す。国家を超えた教団や宗派が戦争行為にでることもある。それらは固有の意味の「集団」
を構成せず，一体の「社会」をすら形成していないことも少なくない。
不思議なことに，これまでこれらの戦う集合体，というより社会ネットワーク総体をあらわす用語がな
かった。あえてソシオスという造語を試みる所以である。いうまでもないが，この閉じたソシオ・ネット
ワーク＝ソシオスの構造や動作特性を解明することは，その解体と発展の可能性をふくめて，社会学とし
てのソシオン理論の最終的課題である。
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l ソシオンのダイアッド
たがいに関係しあう 2個のソシオンが構成するシステムをダイアッド (dyad)とよぶ。ソシ
オンはたがいに自他をたたみ込んで荷重する。この「たたみ込み」（以下「くり込み」ともいう）
は実物ーデキゴトのレベルから表象のレベルヘ，さらにこの表象イメージのレベルから記号とコ
トバのレベルヘ 2階にわたって展開される。ダイアッドは，したがって，図 1-1に示したよう
に， 4つのサプソシオンと 8個のメタソシオンによって構成される多段多重の複合システムと
なる。
図 1-1 aは，ソシオンの「くり込み」の構造を表したものである。左右の大きな円A, Bが
ベースとなるソシオンを表している。大きな円AとBの中にあるふたつの中円 Aa,BaとAb,
BbがAとBの内部にたたみ込まれた＝くり込まれたソシオンA,Bの表象像を表している。こ
の第 1次のくり込みでは，まずたがいに自他のソシオンが，「像と荷重」としてそれぞれの内部
にたたみ込まれる丸
「くり込み」のもとになるこの第 1階層のソシオンを，客観的実体的存在としてベースをも
つオプジェクト・ソシオン (object-socion), 略して「オプ・ソシオン」とよぽう。これがくり
込まれた第 2階層の荷重表象体を，「副」 (sub)に「主観」 (subject)の意味をかけて， とりあ
えず「サプソシオン」 (sub-socion)と名づけたい。このサプソシオンは，のちに見るように，そ
れぞれ一定の記号要素に対応づけられることで，さらに第 3階層へくり込まれる。この 2次の
くり込みによって発生する第 3階層のソシオン・ユニットを，サプソシオンと対比させて「メ
タソシオン」 (meta-socion)とよぶ。
ソシオンの最初のくり込みによって，第 2階層に表象と荷重からなるサプソシオンが構成さ
れる。この第 2階層のレベルでは，対象（オプジェクト・ソシオン）がもたらしうるデキゴト
9) 気づかれるように，ソシオン理論は，精神分析的対象関係論から多くを取り入れている（小此木啓吾な
ど）。「くり込み」と「くり出し」の概念は，第 2階層で精神分析の「摂り入れ」と「投射」の概念にほぽ
重なっている。ただ，ソシオン理論のほうは，第 2階層から第3階層へのくり込みも問題にするという点
で，より一般化された概念である。すこし長くなるがD.W.ウィニコットから引用しておきたい。「対象
関係が可能となるやいなや，対象が子どもの外側にあるのか，それとも内側にあるのかが直ちに重要な問
題となる。しかしながら私は，それに先立って，関係性がまったく存在しない段階があると仮定する。・・・
私は．存在するはずの何ものかを信じる用意が，乳児にはできている．と言いたい。すなわち，すでに乳
児は対象を幻覚する準備状態が発達しているのである。しかしそれは．対象それ自体というよりもむしろ
予期という方向性である。・・・結果として本能的満足の身体的体験があるだけでなく，情緒的な結合や，
錯覚を抱くことのできる何かとしての現実を信頼し始める端緒もまた．そこには存在するからである。そ
して徐々に．母親と赤ん坊との間の生きた体験を通して．赤ん坊は予期する対象の創造において．細部の
知覚を用いるのである。」
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図 1-1 b 階層交叉
/:Aについての第 1ランクの写像
g:Aについての第 2ランクの写像
h:Bについての第 1ランクの写像
i : Bについての第 2ランクの写像
l 3 
E
 
h 2 
g3 
B
 
図 1-1a ダイアッド
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図 1-1 C ダイアッドのソシオマトリックス
にたいして「予期」が形成され，ポテンシャルとして保存される。うれしいデキゴトをもたら
す可能性の高い人は，その予期を対象の属性として投射されて， とても「よい人」として意識
に構成される。対象に付与された予期ポテンシャルを「荷重」 (weight)とよぶ。
荷重は，正負の分極（好き—嫌い・信ー不信）をもつアナログ量で，体験からの学習や内部の
変換動作によって変更されうる 10)。サプソシオンを白／黒で色分けすることで荷重の正負の別
を，円の大きさで荷重量つまり予期ポテンシャルの大きさを直観的に表すことができる。この
図による表示法をソシオグラフ (sociograph)表示II)という。より定量的な表現法として，ソシ
オマトリックス (sociomatrix)表示が可能である。図 2-la, lb, leは等価である。
10)本稿の「荷重」の概念は， s. フロイトの「リピドー」（心的エネルギー）とその「カセクシス」（備給）
の概念にもっとも近い。予期をともなう対象への態度が正負に分極することについては，すでにM.クラ
インの「よい乳房—わるい乳房」をはじめ， J. F. マスターソンの「リウォーディング・オプジェクト・
リレイションズ・パート・ユニット (RORU)」と「ウィズドローイング・オプジェクト・リレイション
ズ・パート・ユニット (WORU)」といった概念に代表される分析がある。
なお，本稿でいう荷重は，これまでも述べたように，大脳神経系におけるまだ判明していない伝達物質
の量やインパルスの量あるいはパターンとして，神経生理学的な対応物をもつはずのポテンシャル量と
して概念されている。この荷重は，表象にリアリティの体験感党をもたらす無意識のポテンシャルであ
り， もっと操作的に定義すれば，後にふれるように，「笑い」によって飛ぷもの（＝キャンセルされるリ
アリティ），あるいは笑いとしてあふれ出るもの（余剰出力）である。
11) ソシオメトリーで知られるモレノの表記や，パランス理論で有名なハイダーの表記法に近い部分がある
が，次の点で異なっている。まず，円の内部にサプソシオンの関係を書き込むことで，多重ネットのくり
込み構造を一挙に「見る」ことができる。正負の評価感情を白黒で塗り分け， しかもその大きさによって
評価の大きさ強さをアナログ感覚で視覚的に表現できることがポイントである。関係についての思考を
賦活整理するその威力は絶大で，このソシオグラフ表記法の開発がなければ，ソシオン理論の展開もなか
ったであろう。
ソシオグラフは視覚的に思考を整理・誘導する。マトリックスは，要索の対応を明確にし，演算操作を
導入しやすい。マトリックスによる社会システムや心のネットワークの記述の可能性は， T.H. オグデ
ンや橋爪大三郎などにも触れられている。
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この他者のモデルがは，一定の自由意志をもって実在する外的な他者Aの挙動をシミュレー
トできるようにつくられなければならない。すくなくとも， Bはそれを勝手に作り上げること
はできないし，自由にコントロールすることもできない。もし他者Aのモデルであるサプソシ
オンがが，主体Bの思いどおりに動くならば，自己は外部である他者を他なるものとして表象
できず，その挙動に有効に対応できなくなるだろう。恣意的に構成したモデルによって行動す
れば，いずれ他者の「自由」によって裏切られ，最後は淘汰されることになる。
サプソシオンがは，自己システムの主体である Bの支配意志の及ばない他者性，つまりもう. . . . . . . . . . . . 
一つの自由度をもつ他なる意志としてBの意識野に出現するようにつくられなければならない
のである。可能な言動の選択肢を開きながら限定していく反確率論的・情報論的なポテンシャ
ル（＝ネゲントロピー）としての「予期」をふんだんに形成・産出すること，これがサプゾシ
オンと簡単に呼んだ内部モデル Abの精妙で神秘的な仕事なのだ12)0
鏡像帰還
ソシオンは，たがいに相手の像を内部にとりこんでこれに荷重する，つまり信ー不信，好き一
嫌いの重みづけ評価を行う。ということは，とりこまれた側，たとえばAからみると，自分の
像と荷重を一種の「分身」あるいは「人質」13)として，他者のところにもつ， ということである。
この他者のもとの分身像Abを自己の鏡像として認知し，その荷重つまり他者の自分にたいする
評価を自分自身の自己評価 Aaへ帰還させる，つまり「鏡像帰還」の回路をもつ， ということが
人間の決定的な特徴であり，それを理論の核心部に据えたことがソシオン理論の最大の特質で
ある。
他者のところにある自己の鏡像を自己像に帰還する， ということは簡単ではない。他者の内
部にある像は，直接に見ることはできないからである 14)。他者Aのなかに私の鏡像を認知するた
めには，自分Bの内部に構成した他者の荷重像Abのそのまた内部に自己の像 Baを写像すると
12) Bが構成するサプソシオン A•は， Bの意志に還元できないそれ自身の運動のダイナミックスをもつ。 B
の内部で， Aをめぐってなかば自律的に展開する空想や想像はそのひとつの動作である。 Bの夢にあらわ
れる他者A (の表象と荷重）が，「他者性」として出現する理由もここにある。それは， B自身の思惑や
恣意とは独立に，それ自身で自律的に変容し，いわば向こう側から（しばしばゾクッとするような身体感
覚をともなって）こちらにやって来る。「夢」は，このサプソシオンの自己組織化をめぐる荷重表象の自
己運動である可能性が高い。「他者性」をめぐっては， E. レヴィナスの考察が参考になる。
13) E. レヴィナスの「本書は主体を人質と解し，主体の主体性を身代わりとして解する」というコトパも，
この文脈で解するならば，さほど神秘的でもユートピア的でもない。鏡像の回路を通して，人間は他者に
「人質」をとられ，また他者を「人質」にとる。そしてたがいに，他者を「身代わり」にする自由と，他
者の「身代わり」になる不自由（とレヴィナスによれば「自由」）を手にするのだ。
14)他者が私をどう見ているか，その他者に見られた私を意識することが人間の自己意識（の発生）にとって
もつ決定的な重要性については， C.H.クーリーの「鏡のなかの自己」をはじめ，社会学の黎明から指摘
されてきた古典的問題である。近年チンパンジーが鏡に映った自分の像を見て顔の絵の具を落とすこと
が実験的に明らかになったが， G.H.ミードもいうように「動物は自己を対象とする経験をもたない」と
考えて（仮定して）おきたい。自己意識は，自分の像にたいする選択的同一化を前提にしており， したが
って同一化の振動としての「羞恥」の体験をともなうはずだからである。
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いう二重の作業が必要となる。つまり私Bのみることのできる鏡像はAのところにある Baでは
なく，それをさらに私の方にくり込んだ私のなかの像(Ba沖である。鏡像の認知は，まず他者の
荷重像を構成し，その構成された他者のサプソシオンの中／上に，さらに自己の像を構成する，
という 2階のくり込みを不可欠とする。
メタソシオン
いったん発生したこの 2階のたたみ込み＝くり込み能力は，自己の鏡像だけでなく，サプソ
シオンすべてにたいして適用されうる。たとえば，ソシオンAの内部には，まずふたつのサプ
ソシオン A北 Baが構成される。そのサプソシオン Baのなかに，さらにBが構成しているとA
がみなしたBのサプソシオンが (Aの鏡像）と Bb(Bの自己像）が2階の変換をうけて写像さ
れることになる。 2階のくり込みによって構成された第 3レベルのユニットを総称して，メタ
ソシオン (meta-socion)とよぶ。この変換によって，他者Aが私Bをどう思っているか Baにつ
いての認知（鏡像知覚） (Ba)bだけでなく，他者であるAがA自身をどう見ているか Aaについて
のBの仮説（他者理解） (Aヂが誕生する 15)0
この操作はA自身のサプソシオンにたいしても行われうる。 B内部の自己荷重であるサプソ
シオン Bbのなかにも，自己像(Bb沖と他者Aについての荷重像(N)bがたたみ込まれる。この自
己へのくり込みによって， A叱 Bbふたつのサプソシオンを Bは自分の内部にあるものとして
理解することができるようになる。見ているものが自分の内部にある像であることへの気づき，
つまり自己洞察の誕生である。
ここで，自己について内部で構成したメタソシオン(Bb)bと，他者がかざした鏡像をくり込ん
で構成したメタソシオン (Bりbが， Bの内部においてひとつのループを構成することは，注目に
値する。「私のみた私」と「アナタのみた私」という本来ひとつであるはずのもののふたつの像
が，一定の差異を内包しながら，同一性の実現をめざして差異を帰還しあう (3-2を参照）。こ
れによってソシオンは，他者という外部の認識装置を経た鏡像帰還と，時間差を活用した自己
回帰の 2重のくり込み動作によって，階層を変えながら自分の像を他者を介して自分に写像す
るという社会性の自己回帰を行う，つまり自己意識を手にする，と考えられる。
15) 「彼は，他者の役割を取得し，自分自身に対して他者たちがするように行為できるようになるとき，自己
になる。」という G.H. ミードの概念には，あきらかに 2階の交叉写像が包含されている。
最初にマッピング（写像）の概念を援用して，個人と家族のたたみ込みのダイナミックスをとらえよう
と試みたのは， R.D. レインである。「投影とは内部を外部の上へ（あるいは中へ）写像することであ
り，摂り入れは外部の内部への写像なのです。」（『家族の政治学』）。数学者にとってはおそらく不当に拡
大されたこの「写像」の概念は，人間科学にはそれなりに腑分けの道具として有効であるようにおもわれ
る。なお， レインは論文「ダイアディック・パースペクテイプヘの注記」では，「他者0がこの自分 Pを
見る見方を自分 Pが見る仕方」を [P→ (0→ P)]と表記して，二者間の「くり込み」問題を記号的に
扱おうと試みている。
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1-2 余次元と自由度
くり込み
ソシオンはモノあるいはデキゴトを表象へ，表象を記号へたたみ込む。この階層上昇をとも
なう「たたみ込み」もしくは「くり込み」によって，各階層に「余次元」が発生する。この余
剰化した次元をベースに，それぞれのレベルでより自由度の高いあたらしい質の情報処理過程
が発生する。
第 1レベルにおいて 3次元的（時間を入れると 4次元）に営まれるソシオンの物質・エネル
ギー的事象は，基本的に 2次元の（平面的な）知覚表象として第 2レベルにくり込まれる。こ
のレベルでは，余剰化した 1次元を活用して，無数の表象が記憶・保存される。さらに，それ
らにたいする荷重，つまり美醜好悪の重みづけによってイメージの形成がおこなわれ，そのイ
メージの賦活と変容によって感情をともなった「予期」が生成される。
第2レベルにストックされたサプソシオンの荷重イメージは，より分節的な記号に対応づけ
ることによって，第 3レベルのメタソシオンヘくり込まれる。 2次元の映像イメージを 1次元
の要索的な音声記号の空間へくり込むことによって次元がさらにもうひとつ余剰化する。この
「記号」（シンボル言語＝コトバ）を要索として構成されるこのメタソシオンは，イメージが吸
引する荷重成分からいったん切り離され，表象と恣意的に規約（コード）によって対応する。
これによって論理変換をともなうあたらしい質の変換操作が可能になると考えられる。また他
者とのあいだで記号のやりとりによるコミュニケーションが可能になるのも，このメタレベル
である 16)。第 3レベルの余次元は，記号の配列や連結の組み替えを可能にして，さらに自在性の
L 3 
g□ -g s 
L2 R 
L 1 
,H_, 
゜
図 1-2 余次元とくり込み
16)おおまかに，サプソシオンの変換はフロイトの「 1次過程」に，メタソシオンの変換は「 2次過程」にほ
ぽ対応する。また， J. ラカンの「象徴的なもの」が他者と交換可能な第 3レペルの記号ーコトパに，「想
像的なもの」が第 2レベルの表象イメージ（変容や予期の生成の運動）に近い。「現実的なもの」は本稿
でいう荷重機能を意味している場合と，第 1レベルのオプジェクト・ソシオンを意味している場合がある
ように思われる。ちなみに，ヒトは，プラトンのように第 3階層の「イデア」を現実の存在よりリアルな
ものと考えることもできるし，内部の荷重イメージであるUFOや「死者」を目に見えるものよりリアル
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高い．固有の意味の「思考」を発生させる。
くり出し
言語を主とした第 3階層の記号操作によって，第 2階層の表象へのアクセスが行われ，荷重
イメージが生成・誘導されることを，メタレペルからサプレベルヘの「くり出し」とよぶ。第
3階層メタレペルの記号変換によって発生した解や状況，あるいは記号の連鎖としてのストー
リーは，今度は下向きにくり出されて第 2レベルに荷重イメージを投射・展開する。記号ある
いはコトバで呼び出された第 2レベルのイメージが，荷重の備給をうけて，それなりのリアリ
ティの感覚を獲得することになる。このようにして備給されたコトバと映像は，さらにオプジ
ェクトレベルヘ投射されて，より実体的な事物やデキゴトと同一視されることになる 17)。
ソシオンは，このようにメタレベルのコトバ，サプレベルのイメージ，オプジェクトレベル
のカラダという 3つの階層を， くり込み（上向，余次元は増大）とくり出し（下向，余次元は
減少） 18)という 2方向の写像で往復移動しながら，自他の関係を調節・制御する。 2者がたがい
に他を誘導しあいながら，横断交叉的に同一性を紡ぎあうことによって，ふたりの「人ー間」と
なものとして生きることも可能である。外部のオプジェクトは直接意識には与えられないが，意識するし
ないにかかわらず現実的な死つまり生命系としての消滅を帰結しうるそれ相応の現実性をもつことはい
うまでもない。なおソシオンと死の問題については， 4-2も参照。
17) T. H. オグデンは次のように述ぺている。「妄想ー分裂ポジションでの象徴化の優勢な様式においては．
象徴と象徴されるものとのあいだを媒介する解釈する自己が存在しないために，象徴と象徴されるもの
とは情緒的に区別されない。自分の知覚に意味を付与している，という感覚は存在しない。できごとはで
きごと自体であり，解釈と知覚とは同一の過程として扱われる。」くり出しモードの優勢な知覚様式で
は，このすべてが当てはまる。
18)ここで「余次元」への「くり込み」という表現で言いたいことは次のようである。
クテ・ヨコ・深さ (3次元）のある箱のなかに，ひとつの人形が入っているとしよう。これを写真にと
ると 2次元の紙面になる。これをたとえばタテにして箱の中に入れると．ョコに膨大な余裕スペースが生
まれる。これが．「余次元」である。この空きスペースをつかってアルバムのようにたくさんの人形の像
（写真）をいれることができるし．それらの分類や整理（パクーン認識とカテゴリー化），さらには順序
をつけて紙芝居（物語り）をつくることができる。
この写真一枚一枚に記号つまり番号や名前をつけると，事態はさらに飛躍する。その番号 (1次元）を
書き込むだけのスペースを除いて．紙 (2次元）の余白はあたらしい余次元となる。点列（数字）に写真
を，写真に現物の人形を対応づけると．一枚の紙に世界中の人形を「くり込む」ことも不可能ではない。
一本の線分に配列された点列で，アルバムのページや写真を指定し，その写真を現実のモノやデキゴトに
対応させることで，豊かな物語りをつくることもできるだろう。実際この手法によって，（インカの縄文
字やアポリジニーの砂絵のように）「歴史」を物語ることも可能になったのである。
次の文章は，分析医のM.パリントからの参考までの引用である。「一つの観方だが，成熟化と文明化
の過程とは窮極のところ，同一の観念，効果，メッセージ表現に対する物質量の移動が，次第に減少する
過程，すなわち筋肉エネルギーが次第に少量で済むようにする過程である。表現活動に関与する筋肉の数
が減じ，これに比例して運動の洗練度，精妙さが増すことである。・・・小児は（未開人でもよいが）ま
ず行為の代理に叫び声や喚き声を用い．ついで次第に叫び声や喚き声を少なく済ませる法を身につける．
すなわち，同一強度の情動をより小容量の物質塊と筋肉エネルギーの使用で表現するすぺを学習する。こ
の自己規律と自己訓練には立派な報いがある。意識的，前意識的を問わず，心的生活表現の精妙性・豊富
性増大である。」
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しての関係つまりダイアッドシステムが重層的に織り上げられていく，と考えることができる。
ソシオンのダイアッドは，自他交錯しながらたがいに自他の関係を多重に編み上げていく「多
重錯綜体」である。
1-3 ソシオンの階層
レイヤー
2個のソシオンが形成するダイアッドは，図 1-1 aに示したように， 4つのサプソシオンと
8個のメタソシオンによって構成される多段多重の複合システムである。
図 1-1 bはこの 3層にわたる階層別のたたみ込みの構造をよりわかりやすく示すために異な
ったレイヤーに持ち上げて表したものである。ここでは各レイヤー間のユニットの対応（くり
込み）のファイバーに注意していただきたい。自他が互いに交差しながら相互にくり込みあっ
ている様子がみてとられる。図を縦割りに二分して見たのが個人，横に輪切りでみたのが社会
（第 1およぴ第 2階層）， もしくは文化（第 3階層）である 19)0 
基層が物質的な身体ー行動的対応をもつオプジェクト・ソシオンのレベル， 2層目が表象を媒
体にして荷重されたイメージと感情からなるサプソシオンのレベル，そのイメージをさらに言
語記号へと分節してくり込んだものがメタソシオンのレベルで最上位の層である。
A, Bの肩の添字，たとえば知は， Aについて Bが構成したサプソシオンを表し，括弧を介
してさらにその上についた添字(N)aはそのサプソシオンについてさらにAが構成したメタソ
シオンを示している。わかりやすくするために，図中A, Bの対応する要索を色分けして示し
た。
ともあれ，本稿のフレームでは， 1次元の点列が記号・メタソシオン. 2次元の写真が像・サプソシオ
ン， 3次元の実物がオプソシオンに相当する。モノ (3D)→像 (2D)→記号 (1D)の対応づけが「＜
りこみ」．逆の対応．記号 (1D)→像 (2D)→モノ (3D)が「くり出し」である。実際にはこれら
は時間のなかで「動く」ので．「予期」を投射するためにはもう 1次元必要である。そのプラス 1次元が．
本稿でいう荷重系の機能である。荷重系は，平面パターンの同一性を保持したまま．事の軽重にしたがっ
て像を大きくしたり軽くしたりして (3次元化）．必要メモリー籠と駆動出力を管理していると考えられ
る。「予期」は，この荷重系によるパターン変化の微分によって可能になるのであろう。
なお，視覚像を 2Dとすると．音声という聴覚パターンはほとんど 1Dである。脳の言語系が聴党野と
視覚野をつなぐ形でループを形成していることを考えると．名づける．コトバを生み出す，ということは．
（養老猛司も指摘するように） 2 D (+荷重系の 1次元）の視覚表象（イメージ）を, 1 Dの分節音声記
号に対応づける． という「くり込み」技術の形成だったのかもしれない。
19)第3階層で独自に分化した「貨幣」によって制御される第 1階層のモノや行動（サーピス）の循環システ
ムが経済である。今日では．「通貨」が石や金のようなモノーオプジェクトではなく．コンピューター上の
数値ー記号列に過ぎないことは注目しておいていい。この数値が．「信用」や「信頼」という「予期ポテン
シャル」と連動している点に経済システムの核心がある。なお，各レイヤーを貫いてシステム全体をタテ
にコントロールするプロセスや機能が政治に相当する． といえよう。
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ズレと対応
図 1-3のa,b, cはこれらの各階層を水平に切り出したもので，それぞれのレベルで同位
の要素間に発生するコミュニケーションもしくは相互作用による連結の経路をループでしめし
ている。図 1-3 aは，ソシオンの物質的な基盤を構成する階層で，ソシオン間のオプジェクト・
レベルの身体的・物質エネルギー的相互作用を示している。 A, Bの間の贈与や略奪，襲撃や
救援といった社会的行為や相互作用は，図中でしめした経路によってそれぞれの内部にあるサ
プソシオンヘ対応づけられる。サプソシオンを結ぷループは，レイヤーでいうと本来は第 2階
層に描かれるべきであるが，この階層対応を視覚的にとらえやすくするためにソシオンの内部
に描いてある。実際の対応づけには，動作の知覚や視覚的な認知など実情報の入力によるだけ
でなく，のちに「ダイオン」の動作としてみるように，推論，気配の察知など感覚運動系を介
さないいくつかのタイプの対応づけの方法がある。
図 1-2aのソシオンA, Bのそれぞれの内部にあるふたつのサプソシオンとそれを同位に結
ぷループ（本来第 2階層に属するが，図 1-2aのレイヤーに書き込んである）は，それぞれの
ソシオンが知覚・認識機能を通じて構成した相手と自分の関係をあらわす）レープである。この
主観的な関係のループの外にソシオンAとBを結ぷ第 1階層の大きなループ [A+:tB]がある。
これが基体となって，誤解や見落としの可能性をふくみながら， BはBなりに [/2:A→ Ab, 
hi: B→ Bb], AはAなりに[~: B→ Ba, Ii: A→が］，自他の行動や関係を写し取り， A,
Bそれぞれの内部にあるサプソシオンのループ [A8+:tB8], [N+:t Bb]にくり込むわけである。
第1階層をつくるオプジェクト・ソシオン（外部の現実）を結ぷ大きなループと，内部に表
わした第 2階層のサプソシオンの小さなループのあいだには，注意や知覚バイアスによる原理
的なズレが生まれる。さらにAとBがそれぞれ内部につくったふたりの関係モデルであるサプ
ループ相互のあいだでも，視点の違いや荷重のバイアスによるくい違いが生まれる。相手に向
けられた行動でも気づかれないこともありうるし，意図していなくても作用をおよぽしている
こともある。なにもしていないのに妄想されたりすることもありうる。
これら誤解や見落としに加えて，内部で能動的に生み出される認知や評価のズレがポテンシ
ャルとなって，ソシオンにコミュニケーション行動が誘発される。いったん外部へくり出され
た動作は，主体の恣意を超えたレベルでオプジェクテイプな（大きなループの）連関にとらえ
られる。表出された気持ちは，相手が構成しているサプループ（小さなループ）にくり込まれ，
インターサプジェクテイプな連関にはいる。そこで，モノの論理と他者の自由度に媒介されて
一定の結果やプロセスが生み出されるが，これがふたたび自他のソシオンの内部空間にくり込
まれる。そこにふたたび誤解や見落としに加えて荷重評価のズレが発生して・・・というかた
ちで，多重ループの自己組織化が進んでいく。
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1-4 コミュニケーション
荷重の環
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図 1-3 bは第 2階層の横断図で，対応するサプソシオンを連結した超個体的なループ [N+:t
A叶と [Ba+:tBb]が二本描かれている。前者の黄色い環は， Aの情態にかかわるふたりの荷重
コミュニケーションの環であり，後者の青い環はBの情態にかかわるコミュニケーションの環
である。たとえば左の黄線のループでは， Aの感情が，それを見ている Bの感情と，たとえば
目や顔の表情，声の調子などを媒体にして，つながっている20)0
このループでは，特定の感情内容が一方から他方へ「伝えられる」，というよりも，二人の感
情状態が共鳴や引き込みによって連結される，と考えられる。視線や表情，そぶり，相づちゃ
音調，うなづきや間合いなどノンバーバルな媒質のパターンや律動を介して，予期ポテンシャ
ルが環流する超個体的な情態の環もしくは場が形成されるのである。フェイス・ツー・フェイ
スの対面状況では，表情の引き込みや音調によるシンクロが発生し，広い意味でのエンパシー
が起こりやすい。後にみるように，もらい泣きや，つられ笑いといった共鳴同調現象が起こり
うるという事実が，このような感情の超個体的環の存在を証拠だてている。
あいだ
この第 2階層のカップリングは，無意識のうちにおこなわれていることがおおい。じっさい，
だれかのいらだった顔や音調がみんなに伝染して，気づかないうちにその場にある種の「雰囲
気」ができあがっていたり，笑顔や弾んだ声でいつの間にかこちらの気持ちまで引き立てられ
ていたり， ということは， 日常よく経験していることである。まったく無意識に生きられてし
まうものから，どことなくイヤな雰囲気のように少しだけ意識にのぽるものとか，意識化のレ
ベルはいろいろありそうである。あとで気づかれても，意識に生きられているその時点では，
誰の感情であるか区別されていない場合もある。とくに，笑いや悲しみといった感情ではそれ
が顕著であるように思われる21)。涙やしゃくり上げ，笑い声のような特異的な表情表出をともな
20)土居健郎はつぎのように書いている。「感情といえば．ー殻に主観的なもの非認識的なものと解されるこ
とが多いが．その実．感情は，その持ち主が外界の人あるいは物に対してもつ関係を示す重要な標識であ
る。フロイトの転移の概念は，まさに感情のなかに畳みこまれた人間関係を明らかにしようとしたもので
ある．といえるであろう。」
21)のちに．「顔の共鳴」の節でも論じるが．とりあえず思考実験をひとつ。
たとえば,Aの家族のお通夜に，友人である Bが駆けつけたとしよう。泣き崩れまいとけなげに耐えて
お辞儀するAの姿を見て,Bの目にも涙が浮かんできたとしよう。その浮かんだ友人の涙をみて．逆に喪
主のAの方が一瞬はらはらと涙をこぽす．といったことは．そうめずらしいことではない。 BはAの悲し
みがを生き,Aは友人Bがその内部で自分がに注ぐ涙を見る。このとき．ふたりの間で超個体的な感情
の環が形成されて．もっとも深いところで悲しみという感情のループが回るのである。ひとしきり泣いた
後，かわいそうなのは子を亡くしたAであって．私の子はロクデナシだけど元気でよかった．と Bは我に
返る．つまり B•の荷重状態に復帰するかもしれない。それでも，回ったのはAの悲しみであってBのでは
ない．と考えるのはすこし粗暴である。 AとBのあいだで一瞬環流したものは．たぷんA,Bと差異化さ
れる以前の．すぺての人の普逼的な悲しみだった可能性が高い。
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うその分，引き込みや共鳴が起こりやすく，強いカップリングが起こるのだろう。いっしょに
笑ったり，泣いたりしているときは，結局だれがおかしいのか，だれが悲しんでいるのかは，
分節されていないことがすくなくない。悲しみやおかしさは特定の誰かに帰属されないまま，そ
の「場」に構成された「間（あいだ）」のデキゴトとして，非人称的に生きられうるのである22)。
我に帰る
表情表出と引き込みを通じて他者との「間」に生まれた感情や気持ちの環は， しばし自他未
分化のまま生きられた後で，必要に応じて自あるいは他へ差異化されて．ほかならぬ自分の感
情として引き受けられる，あるいは他者に投影・帰属される． と考えられる。
図でいうと，黄色の環 [N~N] と青色の環 [Ba~Bb] の二本のループは．はじめから／
いつもつねに分離しているのではない。それは．ディフューズで不確定な軌道を描きながら（点
線で表したのはそのためである）．あいまいに融合したり，もつれたり．不意にシャープに分極
したりして，ダイナミックに動いている， と考えられる。この環の動きに対応して，ソシオン
Aのなかでも，私の私A化私のアナタ Baが区別されないまま共鳴したり引き込まれてしまっ
たり．あるいは鋭く分極して凍りついたりしている，といえるだろう。
泣いているのはアナタAで，私Bではない，と冷たく思ったりするとき，サプソシオン A叱
Bbが分極して，荷重備給スイッチの自他の切り替えが起こったのである。この切り替えは，映
画館から出て「我に帰る」というかたちで起こることもあるし，結婚式で友人をこころから祝
福したあと．帰り道で独り身のさみしさを感じる，といったこともあるだろう。なお，他者Ab
に魅惑されたあとで我 Bbに帰ったとき．突然私に到来する「欠如」 (want,Bh-Ah< O)が．
私の「欲望」（次号で詳細に展開する）である23)0
1-5 思考と会話
会環
第2階層でソシオンは自己およぴ他者についてのイメージと評価感情を内部にそれぞれ2個
づつ形成する。第 3階層では，対応するサプソシオンがそれぞれにたがいを内部にたたみ込み，
全部で 8個のメタソシオンが形成される。この 8個のメタソシオンの対応するそれぞれ 2個を
結ぶことで，都合8本のコミュニケーション・ループがソシオンの内と外に形成される。
22)精神病理学者木村敏は，自他に差異化される以前の「あいだ」の様相に注目して，その根源的な事態を存
在論的・人間学的に追究した。
23)次稿で詳しく述ぺるつもりだが，「ダイオン」の荷重変換が行われるのもこの水準である。このダイオン
は，オプジェクトである他者が見えないまま，モニターされた自己の荷重変化量を対称変換して，他者の
存在を「シャドー」として構成することができる。図 1-3bで，二本のループの間に介在するのが「シ
ャドー・オペレーター」で，この自他逆転のスイッチング機能を表わしている。
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その様子を示したのが図 1-3 Cである。ソシオンの外部をとおる大きな 4本のループは，コ
トバや記号を用いて個人と個人の間で行われるインターパーソナルなコミュニケーションを表
している。これに対し，ソシオンA, Bの内部に描かれたそれぞれ 2本の小さなループは，イ
ントラパーソナル・コミュニケーションを示している。いうまでもなく，個人と個人の会話や
手紙のやりとりなどが前者で，後者は日記や独り言，内面でのつぶやきや個人の思考などに対
応する。
例示的に見てみよう。たとえば，黄色のソシオンAの内部の左端にあるいちばん小さなメタ
ソシオン(Aがをごらんいただきたい。この小さい黄のメタソシオンから始まって， Aの外部へ
出てBに向かい，青色のソシオンBの内部にある左端の小さなメタソシオン(Aりbへとつなが
る黄色の大きなループ① [(Aりa→(Aが］がある。これはたとえば，「Aが自分自身をどう思っ
ているか」についてBに話している会話 ([N(A→ -B)]とも表記する）を表わしている，と
考えることができる。
同じソシオンAの左端の小さい黄色いメタソシオン(Aりaから出て，やはりソシオンAの内
部の青いサプソシオン Baのそのなかの黄色いメタソシオン (N)aにつながる小ループ③があ
る。この黄色いイントラループ③は， Aの内なる会話，つまり独り言（「私の気持ちをほんとに
わかってるのかしら・・・」など）を表わしている。
ふつう， AとBの両者のあいだで「会話」が交わされるときは， 3本のループが同時に回転
する。たとえば， Aが自分自身をどう思っているか，について Bに話している ([N(A→B) ]) 
場合は， A, Bを結ぶ大きなループ① [(Aが→(Aが］といっしょに，それをモニターする内
部の思考であるAのイントラループ③ [(Aが→(Aが］と， Bのイントラループ⑤ [(Aが→
(Aが］の 2本の小さなループが，ほぽ対応しながら回転することになる。
Bが何かを思っても口に出さない場合（「何様だと思っているんだろう！」）は， B内部のイ
ントラループ⑥ [(A乎→(Aが］が回るだけにとどめられ，会話ループ②はストップされたの
である。なお，話に耳を傾けても「いやそれは違う！」とひそかに別の思考が回る場合もある。
また，同じ話をしながら，ふたりとも別のことを考えているなどということもありそうである。
受容する側でイントラループがはじめから回っていない場合は，「馬耳東風」ということになる。
向きづけ
第 3階層におけるコミュニケーションのループを一応列挙しておこう。まず黄色で表わした
他者Aの情態は， A自身がみたがと Bがみたがの二つがある。この黄色のサプソシオンをむす
ぶ黄色のループを見ると，会話の環が①十② [(Aり B~(A8)b] と，⑦＋⑧ [(N)8~(Aが］で
2本，思考が 1本③十④ [(Aが~(A乎］ある。会話ループの① [(Aが→(Aが］は，すでに
みたようにAが「自分をどう思っているか」を Bに伝えるコミュニケーション [A8(A→ B)] 
である。同じループの反対向きがBからAへの発話② [A8 (B→ A)]で，たとえば(「Aさん，
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アナタはご自分を許せない， と思っているんですね」というタイプのコミュニケーションであ
る。
もうひとつの会話のループ⑦十⑧ [ (A乎 .=:t(Aが］は， Aについて Bがどう思っているか Ab
をめぐる会話を表わしている。AがBに「アナタが私を軽く見ていることは知ってるんですよ。」
というようなタイプのコミュニケーション⑦ [-N (A→ B)]がその一例である。逆向きの⑧
はもっと索直で，たとえばBがAに「ぽくは君がきらいだって言ったでしょう！」というよう
な，ストレート・タイプのコミュニケーション [-N(B→ A)]を表している。
なお．黄色のソシオンA内部のループ③ [(Aが→(A乎］は．たとえば「Bは自分Aのこと
を全然わかっていない」という「つぶやき」で，逆向きのループ④ [ (Aりa→(AりaJは，「B君
が僕のことをそう思っているということは．自分にそういうところがあるのかな」といったタ
イプの鏡像帰還を表わしている。このイントラループが2方向から回ることで， Aの像をしぽ
りこんでいくその作業過程が，「私」をめぐるAの思考である， と考えることができる。
青色のソシオンBの内部にある黄色い小さなループは,AについてのBの「思考」で．「Aは
自分を救い主だといっているが，ぽ<Bから見るとただの詐欺師だ・・・」といったつぶやき
に対応している。
ちなみに，自分が思っていること Aaは，自分自身であるAが一番知っている，という自己明
証性の前提が効くかぎり，同符号の括弧は異符号の括弧よりコミュニケーションにおいて優先
的に括弧をはずすことができる，と仮定できる (g1の逆写像．ーgl:(Aりa→ Aり。これに対し，
異符号優先の逆向きコミュニケーション (-g2:(Aりb→Aりは, Aの自己回帰にたいする他者
の側からの介入，つまり「決めつけ」や「押しつけ」（「アナタが何を考えているか，わかりき
ってるわ！」など）を意味している。これはすぐ後でみるように．ネットワークのもつれや病
理を生むパラコミュニケーションの原因になりやすい。
エポケー
さて，会話と思考のループは，ひとつであるはずのソシオンが階層を変えて複数存在するこ
とによって発生する差異の回帰運動である。ふつうこのループは，差異をすりあわせて同一性
の確定を目指してして運動する傾向をもつ。この差異と同一性をめぐる思考の回帰運動のなか
で，ふたつのメタソシオンの基本的な同一性が確認されると，第 3階層のループがいわば畳ま
れて階層が 1ランク下降する，と考えられる。ふたつであったメタソシオンがひとつになり，
括弧がはずれて第 2階層にくり出される。そこで，荷重を吸ってひとつのサプソシオンとして
実体化されるのである。こうして，はじめはメタレベルの思考内容でしかなかった表象のリア
リティが，ふたりのあいだのコミュニケーションによって相互主観的に確認され，それなりの
実体性をもった「社会的現実」や「真実」として，その荷重値が確定する（＝リアリティが社
会的に構成される）ことになる (3章を参照）。
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いっぱんに会話は合意を達成しようとするし，思考は白黒決着をつけたがる。しかし，「合意」
の成立と，「理解」の成立は区別されなければならない。私Aの見たBの像 Baと， Bの見たB自
身の自己像 Bbが一致しなくても， Bが自分をそう思っていることを私Aが理解していること，
つまり (Bb)aが成立していること，あるいはそのことを Bが知っていること，これがこの理解の
成立である。このとき，おそらくもう一階高次のくり込みがおこなわれて ((Bb)a) bが構成される
のだが， (Bb)aと(Bがが無理に一致する必要は必ずしもないのである。
ひとつの事象に対して複数の解あるいは見解（メタソシオン）を括弧にいれたまま保存する，
ということは実は重要な知恵である。差異を括弧に入れて「見解の相違」として保存しておく
というこの判断保留の態度は，「措定」（＝荷重備給によるリアリティの確定）を保留する， と
いう点で，フッサールの「エポケー」にちかい。荷重不確定のまま差異を保存するこの「エポ
ケー」は，脳内の荷重情報ネットワークが，夢や自由連想も巻き込んで，より高次の情報を創
発するための重要な条件となっているように思われる。
しかし，行動するべきときが迫っているときは，判断を保留してばかりいられない。じっさ
い，「エポケー」の遂行は，感情的にも知的にもかなりの余裕を必要とする。感情量が多いばあ
いは，この括弧が勝手に外れて，自動的にプログラムヘの荷重備給が開始される。その結果，
熱くなった本人には，その表象が「仮説」でも「意見」でもなく，確かなリアリティつまり真
実のものと感じられてしまう。マトリックスのコラムが潰れ込んで次元が退化してしまうので
ある。よく会話が「口論」へ発展し，議論が「決めつけ合い」へ展開するのは，メモリー不足
や思考停止に起因する，この階層の「つぶれこみ」が原因である可能性がつよい24)0
24) この括弧はずしによる次元の「つぷれ込み」は，ふつう「・・・にほかならない」「・ ・・にちがいない」
というかたちの断定として表れる。逆の括弧入れは，「・・・という貴方のご意見は確かに伺いました」
という形になろうか。このとき，おそらくもう一階高次の空間へのくり込みがおこなわれて ((Bb)d) bが構
成されるのだが，その問題はまたあらためて論じよう。
哲学探究における「エポケー」（判断保留，本稿の用語で言えば荷重の備給停止）の役割を重視し，あ
わせて情報構造の「自由変容」の可能性を論じたのは，現象学の立場から「厳密な学としての哲学」を構
想したE.フッサールである。保留と括弧入れは，日常のコミュニケーションにおいて．哲学的探求に劣
らず重要で決定的な機能を担っているといえよう。「括弧づけ」と「括弧はずし」のいずれの動作も，認
知科学的な情報空間として脳内に展開されたマトリックスが実際に余次元に向かって開かれたり下位の
階層へ潰れ込んだりしている可能性がある。
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ソシオンの一般理論 (I) (木村）
2 交叉と階層
ソシオン・システムの第 1階層は主として身体と行為，第 2階層はイメージと荷重感情，第
3階層はコトバと思考で構成される。ソシオンは，これらの階層を縦断して境界を交叉しなが
ら，「くり込みーくり出し変換」を重ねることで多重に関係を編みあげていく。この章では，こ
の階層交叉によるくり込みーくり出し変換の具体的な様相をイメージするために，図 2-2, 2 
-3に沿っていくつかの例を検討してみよう。
まず図 2-2をごらんいただきたい。ソシオンAの第 1階層から始める。一番下の円Aは，個
体Aの身体の状態あるいはその機能としての行為や行動を示している。この生理ー身体的な状
態Aは，第 2階層に投射され，身体像にかかわる感情的な状態，いわゆる「気持ち」 Aaとして
意識に経験される伍： A→ A門。この「気持ち」はふつうかなりの生理ー因果的対応をもって，
目や顔の表情， しぐさ，音調，姿勢などとして観察可能な外部に表われ出る。その外部に出た
Aのしぐさや表情を， Bが見て写し「とる」ことができるは： A→A門。あるいはその姿や顔
に魅惑されて気がつかないうちに「見とれて」しまう。こうして，見てとられたAの身体像や
顔の表情は，多くの場合B自身の顔や身振りとなって表れ出る。つられてカラダの動作をとも
なうと「模倣」 [j:N→ BJ となる。
顔の表情は特に共鳴模倣が起きやすい。たとえば， Aが，梅干しをなめているとしよう。 A
が酸っぱそうに顔を歪めると，そのAを見ている Bの顔も，本人が気づかないうちに，酸っぱ
そうな顔になる［①： Aa→ A門。食べてもないのに実際に唾液の分泌がおこることもある。い
わば，表情としての「顔」がAから Bに写った＝移ったのである［②： Ab→ B門。 Bの意識下
の表出回路が知覚像の入力によってある種の共鳴動作を起こし，他人の顔の知覚に自分の顔の
表情表出系が，ひいては感覚運動系までが引き込まれてしまった， と考えられる 25)0 
共鳴振動
他者の表情や身振りにつり込まれて無意識的に荷重系まで共鳴励起されてしまうエンパシー
の能力は，霊長類とりわけヒトに顕著な特性であると考えられる。それは， ヒトが同類である
他の個体を理解するうえで，またその他者をモデルに自己を構成するうえで，決定的に重要な
機能をはたしている。
25) これはなにも特異な現象ではない。実際，幼児はよく「もらい泣き」するし，大人たちもよく宴席などで
は仲間の笑いに連られて哄笑する。おかしいから笑うのか，笑うからおかしいのか，ジェームズーランゲ
以来の古くて新しい問題の核心はまだ解かれていないのである。
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図2-1 顔の共鳴
事情を簡単にするために，ここで図 2-1をごらんいただきたい。上部の円が顔，下部の二重
丸が荷重システムに対応する。この図に置いて，どちらも，自分の顔を見ることはできない，
という点が肝心である。私Bの像＝顔は他者Aの場所にあり，他者Aの顔は私Bのところにあ
る。向こうから顔が近づいてきたときは，その顔に誘起された私の内部の状態 Wbがその他者
の顔 B'のある場所に投射されて「他者」（の気持ち，こころ）として「知覚」される。私のなか
から荷重感情が上ってきた場合は，コチラにあるはずの私の顔が他者の目のなかに鏡像として
写し出される，と同時に折り返し変換（後出）によってコチラに指し示されることになる。
この図 2-1にそってもらい泣きの現象を整理してみよう。まず， Aは何か悲しいことがあっ
たのか泣き始める［①］。 Aが泣いている顔をBがみる［②]。つまり Aの泣き顔がBに移る。
Bの表情が泣き顔になって Bの荷重系を励起し， Bを泣きそうな気持ちにさせる［③］。 Bが少
し泣きじゃくる［④]。そのBの顔をAが見る［⑤］。 Bの泣き顔を写し取ったAは自分の泣き
顔を増幅されてますます悲しくなる［⑥]。さらに大声をあげて泣きはじめる［①]。それをま
た見たAもますます泣き顔になって・・・と言う具合に「もらい泣き」の共鳴振動が起こる。
笑いや，仏項面の共鳴も概略はこの図と同じである。
ちなみに，子どもの泣き笑いは逆の写し込みが入るという点で，興味深い。転んで泣きだし
た子どもの足をさすりながら，「ホラホラ，おかしいわねー」と母が笑いかける。母の「笑う顔」
を見て，笑顔を写され＝移されてしまった子どもは，身体から痛みが上がってくるにもかかわ
らず，顔からつり込まれた笑いを笑う。笑うもんか，もっと泣こう，と思ったりしている間に，
自分でも痛いのかおかしいのか，わからなくなって笑ってしまう，という次第である。
わざと変な顔をつくって移しあい，笑った方が負けという案外複雑なゲームにニラメッコが
ある。目を泉I]いて暁む顔は自然な顔のパターンからズレていて， しかも負荷はまった＜虚＝ウ
ソなので，後の章でのぺるように，大きな余剰出力が笑いのポテンシャルとして蓄積される。
笑いをこらえながら，ますます怖い変な顔をつくって写しあおうとするので，顔面共振（鏡像
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共鳴）によって表情表出のための荷重出力が上昇する。この虚の出力のエスカレーションのな
かで，「おかしみ」を堪えきれなくなったほうが，ついに吹き出して敗北を喫するのである 26)0
前節で述べたように，主体ー私は，この「引き込み」によって内部に生じた情態を，ほかでも
ない他者Aのものとして差異化することで，他ではない自分というものを構成していく（「泣い
ているのは，私ではなくこの人＝他人だった！」）。欲望の発生も同様である。つられて生唾を
呑み込んで，「たべているのは，あの人でこの私ではない！」と気づいたとき，私に空腹感つま
り「欠如」（＝欲望）が到来する。欲望は，愛と同じように，ある種の共感から発生するのだ。
2-2 自己表出
顔
Aが，ほかならぬ自己の内部状態と感じた「気持ち」を，他者Bに表出するチャンネルにつ
いて，階層と経路別に例をあげて整理してみよう（図 2-2)。まず， Aはなにかが不調で，殺
気立っているとする。その内部状態は，まず身体の動作や態度に現れる[/;: A→ NJ。無意識
に足をゆすったり，意識的にドアを乱暴に閉めたり，意識化のレベルも身体表現の道もいろい
ろである。意外なことに， A自身が自分の感情に気づいていないこともすくなくない。
Bの方が， Aの挙動からその内部状態， Aのご機嫌斜めに「気づく」ことが，対応 [/2:A→ 
が］の意味である。 B自身も自分でも気づかないうちに， Aの挙動や音調に連られて殺気だっ
こともある［②あるいは j]。前節でみた無意識の「共鳴」あるいは「引き込み」現象である。
Aがとても怒っている場合は，目を剥いて相手を「にらみつける」かもしれない。意図的に
「顔」をメディアとして機能させるわけである [g2:N→ (Aか］。もしかしたら，つくり笑い
を顔に浮かべるかもしれない。ちなみに，わざと怒ったり，ウソの笑顔ができるのは，「顔」は
目を中心に眉や眉間の跛，頬のひきつり，日元のゆるみなどで，ある程度随意的に「つくる」
ことができるからである 27)。顔がつくれるという，この発見は人類の進化にとって決定的であ
る。それは，顔一面の内と外を分かって内面という自由領域＝「可能空間」を生みだすと同時
に，視線を浴びるべき外向けの顔をつくるにさいして「羞恥」という人間特有の反応をもたら
した。この羞恥と視線については後章であらためて論じる。
26) このように，いわゆる「感情移入」（実際は「被移入」だが）や共感は．人間的な同情心や埋解力による
高級な現象である以前に．第 2階層の顔や声のノンバーバル・メディアを介して，第 1階層の身体まで巻
き込んで起こる自他未分化の回路的共鳴現象からきている可能性が高い。
27)顔の表情を読みとる解読コードは．ホモサピエンスに共通している。笑っているか泣いているか怒ってい
るかは．感度は別にしてほとんどすぺてのヒトに理解されうる。アイプルーアイベスフェルト・池田進な
どを参照。目．口，眉と一体となって顔をつくるが．その表現力と荷重系との 1対 1対応性において目に
まさるものはない。コミュニケーションにおいて目が果たす役割に相応して，聞き手の注意も相手の視線
や目元に集中する。
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コトバ
もちろん， Aは自分の感情状態を表にあらわすのに，ふるえながら青筋をたてたり，だまっ
て涙をこぽしたりするだけでない。突然「死んでやる！」などとコトバを発することもありう
る［③ ： (Aりa→(A8沖］。このコトバでBに伝えられたAの情態(A8)bは， BがAの表情から見
て取ったAの情態はの経路からあがってくる N)とくい違うかもしれない［④ ： (A8)bキA門。
「死にたい！」といいながら，ニコニコしている場合などがこれにあたる28)。あるいは，日頃か
らBが知っているおだやかなAのイメージとくい違ってBがぴっくりするかもしれない［④ ： 
(Aがキ (Aが］。
そこで， BがAに「君らしくないね，どうしたの？」と，問いかけたとしよう［⑤ ： (N)b→ 
(A乎］。 Bのコトバを受けとったAは，「私のことを全然わかっていない」と反発したり［⑥ ： 
(Aりaキ(A乎］，「自分はどうかしているんだろうか」などと鏡像(N)を取り入れたりするだろ
う［⑥ ： (A乎→(A8)門。
2-3 鏡像誘導
期待
今度は，ソシオンBが自分を見てとった他者Aによってうける鏡像誘導の経路を例示的に整
理してみよう。図 2-3 において，まずAは B の実像をみる[/¾: B→ B•]。このとき，取り込
まれたBの像が自他に差異化されないまま， Aの身体図式を駆動してしまうのがつり込みによ
る模倣である。意図的な物まねと一緒にして点線の対応 [k:B• → A]で示しておこう。
さて， B をサプソシオンとしてとり込んだAは，その像 B•が， AがBに期待していた像(Bりa
と違うことに気づく（「マアだらしない！」）［な： (B•)• キBり。 AはBに自分がBのあるべき姿
をどう思っているかを Bに告げる［①： (Bりa→ (B•)bJ 。いわゆる「励まし」や「押しつけ」（「も
っときちんとしたら！」）など役割期待への誘導は，このマッピングに相当する。このときAが，
自分の思いえがいている B の姿 (B•) a と自分の見ている Bの像 B•とを区別しないで重ねてしま
うと， (Bり aから B•への逆対応［一ら： (Bりa→ B門となる。さらにこの B•をB自身と同一視す
28)のちにパラコミュニケーションでみるように， Aの自己表出Aaは，いつも荷重感情と 1対 l対応してい
る，つまり正直であるとはかぎらない。 E. ゴッフマンによって論じられたように，「自己の呈示」には
社会的な文脈に応じていろいろな戦略やフレームがある。自分の気持ちを隠すためにボーカーフェイス
をすることもあるし，わからせるために誇張することもある。相手のしかるべき反応を引き出すための，
はったりやコトパの脅しもあるだろう。
受け取る Bの方も， Aの表情や言葉を大げさに感じたり，冗談として受けとめたりする自由がある。そ
れぞれ人の表出や解釈には，その人なりの癖やゆらぎがあり，それに対する自由度のばらつきがある。し
かも感情それ自体，ふつうは関係のなかでゆらいでいる。その自由度やゆらぎもとり込みながら「くり込
みーくり出し変換」を重ねることで，たった二人の関係も，コンピューターには簡単にまねのできない，
人間独特の微妙で複雑なシステムに織りあがっていく。
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図 2-2 交叉と 表出
図 2-3 鏡像誘導
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ると，「ほんとにダメな子ねえ！」というタイプの「決めつけ」［一hi:Ba→ BJとなり， Bにと
っては鏡像によって他者のがわから自由度を限定される不自由な鏡像帰還をうけることにな
る。
Aによる鏡像誘導を Bの側からみてみよう。他者Aの励ましの言葉や冷たい一言は，鏡像帰
還の回路を通じて，私Bを元気づけ，あるいは消沈させる（①・② ： (Bりa→(Ba)b→ Bb)。この
とき重要なことは，その言葉の力，鏡像の帰還力は（次の章で述べるように）， BがAをどのぐ
らい好きか，どのぐらい信用しているかその荷重羅によって決まる， という点にある。私にた
いする批評やコメントは，それを言った人に私が寄せている信頼が大きいほど，私の存在感情
を上下にゆり動かす。大切な人の一言は，良くも悪くも，どうでもいい人のコトバよりもよく
効くのである。
この事情をしめすのがBのAにたいする荷重 Aを経由する破線のファイバー［③ ： (Bりb→
Ab→ B門である。他者Aのかざしてくれた鏡像庄あるいはコトバ(Bがは，自己感情 Bbを変動
させる。 Aに対して大きな信頼荷重が置かれていると， Aのかざす鏡像(Ba)b/こ準拠して自分に
ついての考え (Bb)bを修正したり［⑤ ： (Bりb→(Bが］，自分の姿勢や行動を正したりすること
ができる [-hi:Bb→ BJ。
Aからみると， Bが自分によせるこの信頼を活用して， Bに鏡像をかざし，その自己像を誘
導することが可能になる。精神分析医は患者の「転移」を活用して，教祖は信者の「崇拝」を
利用して，その自己システムを誘導操作する。親にたいする子どもの信頼，先生にたいする生
徒の魅惑や尊敬は，「教育」が成立する前提条件である。私Bに鏡像をかざすアナタヘのこの信
頼Abがなければ，教育もただの強制や脅迫になるしかない。
以上，自己表出と鏡像誘導という二つの方向から階層を縦断しながら自他交叉するコミュニ
ケーションの経路をごく簡単に見た。例示は，あくまでもダイアッドの概念をえるためのごく
恣意的なものにすぎない。実際には，この自己呈示と鏡像誘導をめぐるコミュニケーションに
は，期待と押しつけ，命令と反発のせめぎあい，誘惑や懇請，ほのめかしや証かしなど，社会
学にとって理論的にも実践的にも重要で興味深い問題がたくさん含まれている。つぎにそうし
たズレを含むコミュニケーションについていくつかのトピックを拾っておこう。
2-4 パラコミュニケーション
ズレと軋み
ソシオンは，思考と感情と行動あるいは身体の 3つの階層において自他を相互にくり込みーく
り出しあいながら， 2者の関係を多重に編み上げていく。ソシオンは，それぞれのレベルで他
者とループをつくって横に機能的に連結されている。第 3階層の思考はコトバを介して，第 2
階層の荷重イメージは表情や気配で，第 1階層の身体は行動によって他者の侵入や介入をうけ
る（図4-1も参照）。ソシオンの個体は，他者とインターフェイスされたこれら 3つの階層を自
-90-
ソシオンの一般理論 (I) (木村）
己の内部で機能的に統合するべく，内部で思考と感情と行動（あるいは身体）を垂直に連関さ
せてつないだり切り離したりしながら自律的なプロセスを展開する。
自他交錯しながら連結されたこの三階層が，生物個体の境界で切断されたのがいわゆる個人
である。その内部では，当然さまざまなレベルの緊張やズレが発生することが予測できる。実
際，アタマではわかってもキモチが割り切れないとか，キモチはあるがカラダが言うことを聞
かないとかいったことは， H常にありふれている。関係をたたみ込んだ個人は，アタマ，キモ
チ，カラダの 3つの階層にズレを卒んで引き裂かれ，アタマにきたり腹がふくれたりしながら，
しかも自他もつれ合ってなおもその関係を生きている， といっていいだろう。
こうしたきしみを耐え， しのび，緊張を持ちこたえることが，一般に自己さらに 2人のシス
テムを成長させ，関係を高次化するバネになると考えられる。逆に歪みをため込むと，関係を
もつらせ，ネットワークが 2者においても個人においてもつぶれ込んでいく負の力となり，時
には暴発をまねいたりすることもあるだろう。この節ではこのつぶれ込みをもたらしそうな病
理性の関係的圧力についていくつかのトピックを拾っておきたい。
押しつけ
とりあえず，階層のつぶれ込みを引き起こしやすい力として，期待の押しつけと思考への介
入があげられる。親であるAが自分の期待である Bを Bに押しつけるのは，よくあることであ
る。「Bよ，おまえは何々であらねばならない」という鏡像の誘導あるいは注入である。これに
よって，たとえば子ども Bが成りたいと思う B自身の将来像 Bbを他者から示され，押しつけら
れる［⑥• 一i,z:(Bりa→(B乎→ B門。マトリックスでいえば，鏡像の回路が(Ba)aから Bbへつ
ぶれ込むのである。さらに，「私はこう思う」といったBの自己主張にたいする介入［⑤ ： (Ba) b 
→ (Bb沖］や抑圧が加わると，「自分の気持ち」 Bbの自己へのくり込み運動［公： Bb→ (BりbJが
妨げられ，思考や感情が解離されたり，自己回帰軌道の成長が阻害されることになるだろう。
これが，「おまえは何々にすぎない」「何々をしてはならない」という存在の否定や自由の剥
奪［一h,i: Ba→ BJをともなうと，事態はさらに深刻化する。選択のチャンスを「与えない」
から，自由な選択の可能性を「奪う」までの幅にそって，学校や軍隊・病院・収容所・刑務所
と，剥奪的物象化の系列が居ならぶことになる。押しつけ・命令といった強圧的なものから，
誘惑や懇請のようなソフトな誘導，さらにほのめかしや証かしなど隠微でマニピュレーテイプ
なものまでいくつかのレベルがありそうである。期待はしばしば反発と，命令は反抗とのせめ
ぎあいとなり，これがこじれると反逆や暴動の火種となることはよく知られている。
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ダプルバインド
より隠微な深い拘束として， G.ベイトソンによって「ダプルバインド」と名づけられたパ
ラコミュニケーションがある。コトバで伝えられる第 3階層のメッセージと，第 2• 第1階層
のメッセージの間に正負の逆転をふくむ重大なズレがあって， しかも気づきや言及が抑止され
る， という欺睛的なコミュニケーションのタイプである29)0
たとえば，「坊やを愛してるのよ，こちらにいらっしゃい」という母のコトバ（第 3階層）を
聞いて，胸に飛び込もうとする子どもに，母のカラダがこわばり（第 1階層），目に嫌悪や拒絶
の表情が浮かんだ（第 2階層）としよう。「お母さんはぽくがキライなんだ！」と口に出すこと
はおろか，思うこともできない幼い子どもは，切ない期待と脅えの両極の予期のあいだで振り
まわされざるをえない。
こうした状況下で碁本的なコミュニケーションの解読コードの発達を阻害された子どもは，
将来分裂病の発症を招く確率が高まるだろう，という仮説につながるのであるが，その当否は
別にして，この発想は，分裂病といわれるいまだ本体不明の人間の病気あるいは状態の発生に，
家族におけるコミュニケーションの歪みやもつれが関わっているのではないか，という作業仮
説を生み，その後多くのすぐれた経験的研究を誘導した30)0 
介入
介入もしくは撹乱による操縦的なコミュニケーションのモードも病理性を指摘されている。
たとえば，「おや，おかしなこという子だねおまえは・・・（と冷笑しつつ）おまえBがどう思
っているか Bbは，おまえよりお母さんの方がよく知っているんだよ（と微笑みかける）」［①十
⑤ : (Bが→(Bが］という形のパラコミュニケーションである。私がどう思っているか，を他
者の方がよく知っている， ということは，自己ー意議にとっては認めにくい事態である。
このタイプの「先回り」型コミュニケーションや「コメントの洪水」に常時さらされると，
自分が自分をいったいどうおもっているのか，実際にわかりにくくなっても不思議ではないだ
ろう。自分の感情や思考を自分のものとしてモニターしながら自己回帰的に紡いでいく能力が
29)幼い子どもは「お母さんなんかきらいだ！」と相手の荷重像（私 I)を反転させることがまだできない．
あるいは禁じられているばあい，解読コードに問題の種が植え込まれる．というのがポイントである。暴
力による「虐待」がある場合は．第 3階層のコトパのレペルと第 2階層の表情態度だけでなく，第 1階層
の身体行動のレペルとの間にも，恐怖のクレパスが生じる。
日本のある患者の育ち方を見てきた近所の主婦は，こうした状況を「手でおいでおいでして足でふんづ
ける」と表現した。階層間のメッセージのズレと拘束力を言い得て妙である。ついでながら．ペイトソン
等は．第 3階層のコトバ（メタソシオン）によるものを「コミュニケーション」，第 2階層の表情などサ
プソシオンによるものを，「メタコミュニケーション」と名づけている。念のため。
30) 日本では．井村恒郎をはじめとする日本大学医学部精神科のグループの研究が知られている。とくに「媒
体間の不一致」は，話している（読んでいる）「文章の内容」（階層 3のメタソシオン）とその時の「音調
や表情」（階層 2のサプソシオン）の不適切な乖離（「不一致」）に注目した概念で．まさに本稿でいう第
3階層と第 2階層のコミュニケーションのズレを主題にしたものであった。
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せばまり，その結果他者の視線やコメントに自己システムがふりまわされやすくなる， という
ことは十分にありうることである31)。
もつれ
交叉と階層のズレは情報を発生し，ダイアッドの運動を誘発するが，強引なくり出しと鏡像
の注入などによるある種の縫れは，ネットワークの分節をつぶして荷重の固着や癒着をまねき，
システムの機能を損ないかねない。思考と感情のもつれは人間関係に不要な軋礫とひきつれを
もたらし，実際に身体に病いをもたらすポテンシャルとなると考えられる。病原・病因が明ら
かでない「病気」．のいくつかは，こうして階層のつぶれ込みや交叉のもつれ・引きつりによる
ソシオン・ネットワークの機能障害が身体レベルに出現したものと考えることができるだろう。
フロイトが解いた「ヒステリー」という病いの謎は，まさにこうした心因の蓄積によって発症
する身体症状である，という点にあった。しかも，その原因となったイメージの排除や感情の
抑圧が，まさにその思考による抑圧によって当人には意識されない，という点に大きなパラド
ックスがあったのである。
極端な「心的外傷」がなくても，もつれと歪みを溜めることは健康によくないだろう。頭で
わかっても気持ちが割り切れない，気持ちはあるが身体がいうことを聞かない， といったあた
りから始まって，頭痛がしたり腰が痛んだりと体調全般が不調となり，なおも第 3階層のオモ
イと第 2階層のイメージ・感情の間に生まれた歪みをジッとため込むと，不登校・ヒステリー・
拒食など多様な神経症的身体症状となっていずれ第 1階層の身体レベルヘ漏れ出る，というこ
とは十分に考えられることである。このネットワークの縫れを解くのは，基本的信頼にもとづ
く友人や知人との対話的相互作用を契機にした自己分析と，第 3レベルの洞察の運動である32)0
ウソとユーモア
不正直なコミュニケーションは，つねに関係にねじれやもつれをもちこみ，システムを病理
31) 「君は自分のことがわかっていない。君Aがどう思っているかがは．君自身より私の方がよく知っている
[(Aが→ (A")•] というかたちの自己回帰ループヘの介入もしくは侵入は．政治的洗脳や宗教的回心にお
けるマインドコントロールの常套手段でもある。
つぎに引く R.D. レインの一節は．この「括弧への介入」のまさに典型である。「あなたは私を尊敬
してないわ」「そんなことはないよ，お前．私がお前を尊敬していることはお前知っているじゃないか」
「あなたが私を尊敬していることを私が知っているなんて．私にいわないでちょうだい。あなたがそうで
ないことを知っているんだから」「でもお前は自分の心を知らないよ．だって...お前は病気なんだも
en, 僕はお前を助けようとしているんだよ．それがわからないのかい」「あなたはいつも自分の方が私自
身より私自身の心を知ってるっていうんだわ」（『自己と他者』）。
32)「症状」を呈しはじめた場合は，精神分析的カウンセリングの有効領城に入ることになる。そこでは分析
医に対する「信頼」を前提にして，対話による洞察と気づきの誘導がおこなわれ，自己システムの自律的
な立てなおしが目指される。その他，第 2階層のレベルから再構築をはかる描画やイメージ療法，そして
ヨーガやダンスなど第 1レペルの方から癒着をほぐしシステムを再分節する身体技法などいくつかの自
生的・ 制度的治療技法があるが．これらがやはり 3つの階層に跨っていることは，注目しておいてよい。
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化する， というわけではない。日常生活においては，オモイだけが募ってコトバが見つからな
いもどかしさ，逆に気持ちがともなわずにくり出される空疎な饒舌や社交辞令などなど， 3つ
の階層のあいだにはおおくのギャップや断絶がつねに発生して，それらはそれなりにたくまし
く乗りこえられるのがふつうである。ソシオンの 3階層交叉モデルは，病理的なコミュニケー
ションだけでなく，ウソやユーモアをふくむ健康なパラコミュニケーションについても索出・
整理機能を持つ。
不言実行，口は禍の元，物言わぬは腹ふくるる技とか，この階層間のインテグレーションを
めぐる処世術的格言にはことかかない。ドキドキしながら索知らぬ顔をするポーカーフェイス，
ふるえる手でハンカチを握りしめながら笑みを浮かべて肉親の死を知らせる「ジャパニーズ・
スマイル」33)などは，荷重感情と表情表出の間に楔を打ち込み，能動的にそのズレを制御・活用
する社交の戦術であり，また文化の嗜みですらある。
ウソの問題一般を，階層交叉をめぐる視点から検討するのも興味ぶかい。思ってもいないの
に口にするコトバ，思っても口にしてはいけないコトバなど，限りなくウソに近いいろいろな
コミュニケーションの技法がある。禁句やスローガン，見てみない振り，思わせぶりなほのめ
かしなど，自分のためのウソから他人のためのウソ，国家や教団のためのウソまで，その対象
と目的によって，また偽りの質や程度によって，いろいろなウソの種類とケースを考えること
ができる。ウソをめぐる問題には，コミュニケーションにおける誠実さとは何か，さらにイデ
オロギーと虚偽意識の問題などを考えさせる興味深い視点が含まれているが，その分析はまた
別の機会に送ろう。
最後に，真面目な顔でおかしなことを言ったり，小さいことを大げさに表現したりしてわざ
と階層のズレと荷重の落差をつくりだす笑いのコミュニケーション技法がある。これは，自分
の重大事を軽く言ったりするユーモアの技法もふくめて，能動的に荷重の落差や意味の干渉か
ら負荷脱離を生じさせる一種の健康なウソである。笑いは，多重交叉でもつれたダイアッドを
いわば「初期化」もしくは「リスタート」させる効果をもつ。それは，ソシオンに与えられた
最初で最後の恩寵であるといってよい。
33)芥川龍之介の短編「手巾」は，教師のもとを訪れた母親が，応接間で微笑みながら息子の死を告げた，と
いうエピソードである。驚いた先生が落としたタバコを探して机の下を見ると，ハンカチを握りしめた手
が震えていた，という描写がある。小泉八雲のエッセイ「日本人の徴笑」にも，外国領事館に雇われてい
た娘がとつぜん休んだあとで，徴笑みながら母の弔いに帰っていたことを報告した，という興味深い記述
がある。
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3 媒介とコミュニケーション
この節では，コミュニケーションにおけるリアリティの形成メカニズムについて基本仮説を
呈示する。コトバのリアリティは，それを聞く人が語る人に対して置く信頼荷重の関数である。
図3-1はBがCについてAに語る場合のモデルである。 BはCとのやりとりを通じてCにたいす
る像と信頼荷重Cbを形成する。右の円のなかのカープした矢印線はこれを BがAに向かって語
る動作 [Cb(B→ A)]を表わす。発せられたコトバはAの耳もとに到達する。 Aは，このコト
バを Bの発したコトバとして受け取る＝聞く。 Bの発したコトバのリアリティ＝荷重成分は，
AがBをどのぐらい信頼しているか，の関数となる (Ca=B以 Cb)。
図では， BがCについてAに語ったコトバ(Cりaは，メタレベルから一段階層を下降して， A
のBに対する信頼荷重 Baにいわば浸されることで， Aにおけるリアリティを獲得する。換言す
ると， (Cb) a (「『Cは・・・・だ』と Bは私Aに言った」）は， Aに対する信頼荷重のプールである Ba
を通過することでカッコ『』がはずれ， Bが語ったCに関する情報がAにおいてリアリティと
なる（「C は…•だ」）。「C はいい人だ」と B がA に語ったとき， もしAが絶大な信頼を Bに寄
せているなら，「Cはとてもいい人」というイメージがAのなかに形成されるだろう。
図では， AのCにたいする荷重イメージ〇は， BのCにたいする荷重イメージ Cbより大きく
なっている。これはCのイメージが， AのBへの信頼Baによって， Aにおいて膨らんだこと，
Cの荷重＝リアリティが増幅されたことを示している。逆にあまり信頼が置かれてない場合は，
Cのイメージは Baによって割り引かれて， Aのなかで萎んでしまうことになる。
図でCのなかの青い点々は， Cのリアリティが， Bへの信頼Baから借りてこられることを示
している。 Bのコトバによって生まれる表象のリアリティは， Bへの信頼の誘導体であり，荷
重の派生体である。アナタが私に語りかけるとき，アナタヘの信頼に応じてコトバが真実にな
る。語るアナタヘの私の信頼は，コトバによって開かれる私の「世界」の母胎である。
表象世界のリアリティ・ベースを形成する，という意味で，重要な他者への信頼を「基底信
頼」 (basictrust) 34>とよぽう。信頼するアナタの嘘や裏切りにあったとき，「世界」が音をたて
るように崩れるのは，この基底信頼が吹き飛んだからである。よく知られているように，信頼
の形成にはふつう長い時間がかかるが，失われるときは一瞬である。
34) このアナタヘの基底信頼，コトパによって運ばれた像にリアリティをもたらす「世界」の母胎を，スタニ
スラム・レムのSF小説『惑星ソラリス』に因んで「ソラリス」と呼びたい。宇宙船のたどりついた惑星
ソラリスの「海」は．飛行士たちの「無意識」の表象を読みとり， 3次元のリアルな存在（オプジェクト）
と化して．夜な夜な飛行士たちの部屋を訪れさせ，あるいは襲わせるのである。
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図 3-2 シャトル
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耳の門
人のコミュニケーションにおいては，いわゆる情報（表象内容／メッセージ）が伝達・伝送
されるだけではない。メッセージとともにそのメッセージのリアリティ（信憑性／真実性）も
また伝達されるのである。たとえば「オオカミだ！」という発語は，オオカミという表象内容
を伝送するだけではない。「たいへんだ！羊が食われる！楳棒をとれ！」といったデキゴトの予
期ポテンシャルを運ぶのであり，その予期の強さ，「大変さ」の量と質こそが，コトパのリアリ
ティなのだ。そして，このリアリティが，コトバを発した者への信頼の増大関数として決まる，
という点が仮説の決定的なポイントである 35)。
コトバを発したものが信頼されていなければ，いくら大声で叫んでも， もはやオオカミの襲
来はリアルではない。予期ポテンシャルをかき立てることができないからである。カレCにつ
いての情報をもたらしたアナタは，カレの存在の保証人であり，そのリアリティを増幅するち
ょうどトランジスターのような機能を果たしている。その事情は話し手が少年であるかメディ
アであるかを問わない。
サンタクロース Cのリアリティは，その存在をまことしやかにかたる両親Bへの信頼の関数
である。 UFOのリアリティは，目を蝋かしてその目撃をかたる友人への信頼の関数である。神
のリアリティは謹厳な神父やあやしげな予言者に対する信頼の関数である。
私Aがアナタ Bのコトバを聞くとき，私のアナタヘの信頼 B吋よ， 3極真空管のベース電流の
ように予期ポテンシャルの増幅機能を果たしている。アナタヘの信頼は，アナタのコトバを通
過させる増幅ゲート，まさに耳の門（！）となっている。「馬の耳」は解読装置をもたないが，
「聞く耳」を持たない人はこのゲート＝耳の門が閉じられているのである。現代では言うまで
もなく，新聞やテレビのメディアヘの「信頼」が，デキゴトのリアリティを増幅・減衰する「世
界」のゲートの役割を果たしている。
シャトル
CについてAがBと話している状況を表したのが図3-2である。図3-1のつづきとお考えいた
だきたい。 Bは自分がCをどう見ているかをAに伝える。コトバ(Cりb(「Aさん，『Cは白い』
ょ」）を受け取ったAは， (Cがを形成する(「『Cは白い』と Bは言っている」）。 BがCについて
語ったこのコトバ C吋ま， AのBにたいするゲートである荷重 B"(チャンネル荷重）を通過する。
信頼荷重のプール B•にひたすことで，コトバに予期ポテンシャルが備給される。 Bからやって
35)「信頼」が人間の世界と社会の形成に決定的な重要性をもつことは， w.ジェームズをはじめ， P. ヴァ
レリーなど，多くの科学者や批評家が指摘してきた。「いろいろの「観念」は，いろいろの価値がなけれ
ば無意味である。すべての観念はゼロから無限の間に習かれた，一つの価値をもつ，・・・。この価値ま
たは信託行為 (fiducia)は，一方において，その観念の感性に対するエネルギーつまり動力となり，他方
では，運動機能に対するエネルギー，動力となる。（『カイエ』）」 なお，社会学者N.ルーマンのシステ
ム理論では，「信頼」の概念が中核的役割を果している。 G. フクシマ，山岸俊夫なども参照されたい。
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きた単なるコトバ(Cb)aは，耳の門 BBを通過することでカッコがひとつはずれ，それなりにリア
ルな表象caになる。 Aのなかの青い円 Baの外へ出た左側の白い中丸がこの ca,AがBに「耳
を貸す」ことによってつくったサプソシオンを表している。
AはAで， Cをかいま見る機会があったものとしよう。 AがBから聞いて描いたCの荷重イ
メージ C1の左側に，赤い色のサプソシオンが描いてある。 Aが自分の目や体験から直接たたみ
こんだソシオン Cの荷重像 c~である。 BはCを白いというが，私には赤く見える。 BはCを「恐
ろしいやつだ」というが，私の見る限り「やさしい人」である。 Aの内面では， Cにたいする
見方が振動する。話を聞くと「怖く」なり，会ってみると「やさしそう」に思われてくる。こ
の荷重の振動は感情をともない，不安定で， Aを混乱させずにはいない。
Cは同一の対象である以上，この二つのサプソシオンも同一でなければならない。いったい
なぜ二つの像は食いちがうのか，当惑したAは， くい違ったふたつのサプソシオンを，より高
次の空間へくり込む。同一のループにとり込まれたふたつのサプソシオンは，差異の解消をめ
ざして運動する。 Cの実像を求めてAのなかで発生するメタソシオンの運動が，いわゆる「思
考」に対応する。図左側のソシオンAの円内部にA自体をたたみ込んだサプソシオン ABが描か
れている。そのなかにくり込まれたサプソシオン C1 と c~の像であるふたつのメタソシオン＝
白色と赤色の小円のすりあわせ運動が，この思考を表している。メタレベルでは，荷重感情と
の直接結合が解かれ，余剰化した次元を活用してより高次の解を模索することが可能になる，
と考えられる。
この事情は，右側のソシオンBにあっても同様である。 AはBにCは赤いといい， Bは自分
では白いと思う。もしBがCを十分に信頼していれば，やはり Bのなかにも差異を含んだ同一
性のループが回りはじめる。その結果， Bの見まちがいだったのか， Cが化けの皮をかぷって
いたのか，あるいはAにかつがれたと考えるか， Bの出しうる解はいくつかあり得る。 Cをめ
ぐるこのコミュニケーション・プロセスのなかで，それぞれの相手に対する信頼や，自己自身
への信頼荷重の量がゆらぎながら微妙に調整されていく。
ともあれ，ふたりは，コトバを交換しながら， Cについての実像つまり認識を形成するだろ
う。 AB両者のあいだで意見が分かれ，たがいに強い不信感をいだくということもありうる。
幸いにも 0とCbが一致して共通のCの荷重像が形成されたとき， Cは共同主観化され，社会的
な同一性を獲得することになる。そのようなCの総体 };Ciをとりあえず「世界」とよぽう。
AとBは，ちょうど織機の検(shuttle)のようにコトバを交わしながら36), たがいの信頼荷重を
36)シャトルは，織機の検で，左右に走りながら横糸を通していく働きをもつ部品である。たまたま目につい
たプラトンの「ちょうど織機の検（ヒ）が．入り混じっている経糸と横糸を区分する道具であるように，
コトバも一種の道具である」（『クラテュロス』）という文章から拝借した。ちなみに，現代日本の無冠の
哲人小林勝次郎は「コトバという場合は二人以上のことだ。一人は音であれどコトパではない。」とその
著書で語り起こしている（本号に掲載した資料『揖（その四）』を参照）。
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調整しつつ，社会的に現実と信じられるひとつの「世界」へと任意のCを編み込んでいく。会
話を交わすことで「社会的現実」をひとつの織物のように共同で編み上げる，あるいは編みつ
づける，と考えることができる。
思考は，他者とのコミュニケーションによって発生する。このコミュニケーションによって
対象の像とリアリティが社会的に確定される。そして，思考のたぴに自他の荷重が微妙に調整
され，ソシオンのサプネットが自己組織化されていく。
3-2 思考の誕生
セミオン
私Aが対象Cをまったく見ることができなくても，思考は発生する。図3-3は， BとCがXに
ついて語る，という状況を図示したものである。 BとCは，それぞれの視点や荷重バイアスの
差から， Xについて異なった荷重像xb,xcを形成しうる。これらのメタソシオンは外部化され
てAのもとにたどりつく。外部化されたメタソシオン（記号ーコトバ）に表象と荷重成分をセッ
トにして，セミオン (semion)と呼ぽう。それらのメタソシオン xb,xcをうけとったAは， B
とCそれぞれに対する信頼荷重 Baとcaによって， Xについての発言内容のリアリティ＝荷重
を増幅しあるいは割り引く。ふたりから聞いたことがくい違っても，対象Xはひとつでなけれ
ばならない。そこで，ふたつのメタソシオン (Xb)aと(Xc}aがAのなかで運動会をはじめる。ソ
シオンAの内部左方にある中円のなかで矢印で結んだふたつのメタソシオンのループがこの思
考の運動を表している。
差異と同一性がひとつのループをかけ回るこの「思考」は，コトバとコミュニケーションな
しには発生しない。人間の思考は，コミュニケーションによってメタレペルに生まれる回路運
動である。それは，記号によって運ばれた表象の荷重値を決定する過程でもある。この決定過
程において，アナタ BあるいはCへの信頼荷重が連続的に変化していっても，決定そのものは
突然不連続に行われることが重要である。図からみてとれるように，チャンネル荷重 Baとca・は
徐々に連続的に変わりうる。しかし白黒拮抗するある微妙な均衡点を超えたとたん， AのXに
たいする見方xaは，白か黒かに分かれうる。思考は，．複数チャンネルから入力される荷重情報
の連続的変化を，真か偽か，白か黒かといった不連続な値に変換する， という特異な性質を獲
得する。複チャンネル入力をサプレベルーメタレベルに階層をずらして変換することによって荷
重のアナログな変化を，真偽のデジタルな値に分極することが，可能になるのである。
イアーゴのリスク
このことは，たとえば，人のこころを変えさせるには，耳元でささやくだれかの一言で十分
でありうる， ということを説明する。微妙な均衡状態にあるときは，そのほんの一押しが人の
こころを一変させうる。イアーゴがオセロのこころを撹乱したのはまさにこれによってである。
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コミュニケーションは，思考である。
さらに，同じ関係の構図であっても，最初にどちらの話をきくか，どちらに耳を傾けるかで
出てくる結論は決定的に異なりうる。図の私Aがその朝たまたま先に出くわしたのが， Bだっ
たのかCなのかで， Xに対する私の態度が，場合によっては運命が，決定されうるのである。
情報戦も説得も，何が言われるかと同じ程度に，誰がいうか，何時いうのか，そのチャンネル
とタイミングの見極めが決定的に重要でありうる。
要約しよう。ソシオンのコミュニケーションにおいて，誰が言っているのかは，何が言われ
ているのかと同じように重要である。誰が言っているのかは，チャンネル荷重 Baとcaとして，
それを言った人の発言 X凡 Xのリアリティを大きく規定する。
BはXが赤いといい， CはXが白いという。 AはCより Bを信頼していれば， Xは赤いとい
う結論に達する公算がつよい。しかし， BよりさきにCの話をきいたり， Cの話をなんども聞
かされたりすると，初期条件としておなじ信頼荷重を置かれたネットワークのもとでも， Xは
白い，と Aが結論する可能性がある。
コミュニケーションは思考を誘発するだけでない。それはしばしば思考であるのだ。ネット
ワークのコミュニケーション動作は，個人の思考と呼ばれる荷重変換過程を構造的・タイミン
グ的に規定する。自律しているはずの個人の内面的思考は，こうして，個体内にたたみこまれ
たソシオン・ネットワークの超個体的回路動作であり，人間の自由意志はその微妙な分岐点に
おいてのみ発揮される一種の奇跡である， と見るべきかもしれない。
3-3 笑いのメカニズム
同一性の振動
同一であるはずのループに差異が導入されたとき，思考が発生する。同一性と差異の間で生
まれる"?"の運動が思考である。笑いはおそらく思考と同時に発生した。思考には，同一で
あるならば違ってはならないし，違うならば同一ではありえない。見まちがいなのか，思いち
がいなのか，それともあたらしい見方がありうるのか・・・思考は正解を見つけ，間違いを正
そうとする。「解」が見つからない場合，差異と同一性の間で思考は当惑し，緊張する。この緊
張をパネに，より高次の情報構造へのくり込みに成功したときが，いわゆる洞察の発生である。
もし解を発見できないならば，同一性と差異の処理をめぐってパターン認識と図式作動の回
路に振動が発生する（はずである）。思考は，わけがわからずに混乱に陥るだろう。こうした事
態はパターン認識が高次化するほど常に発生しうる。似ていて同時に違う， という思考では解
決できない事態に直面したとき，思考の発振を防止し，精神の回路を保護するためにこのとき
一定の条件のもとで図式作動そのものをキャンセルしてしまう回路メカニズムが「笑い」であ
る，と仮定できる 37)。
この一定の条件とは，余剰出力の存在と考えることができる。似ていて違うときにいつも負
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 図 3-5 笑いのメカニズム
荷をはずしてばかりいては危険なこともありうる。たとえば「枯れ尾花」とおもったら「幽霊」
だった，としたら，笑っている場合ではない。驚き恐怖して逃げる方が正しい。「笑いの反対は
驚きである」とハーバート・スペンサーは見抜いたが，笑いの敵は恐怖なのだ。そこで，恐怖
のない状態つまり余剰出力の存在を条件として，図式駆動を解除するという保護回路メカニズ
ムが選択された， と考えることができる。
ユーレイ
あまり笑えないが，ふたつの例を考えよう。図3-5aは「幽霊の正体みたり枯れ尾花」である。
図の図式Aがユーレイ， Bがススキを示している。 y軸は荷重出力＝予期ポテンシャル(w)の大
きさを， X軸は時間(t)を表わしている。荷重予期出力は負荷された対象図式に対応するのに必
要な水準に調整されるものとする。
まず「ユーレイだ！」と思うと，予期出力が上昇する（逃げなければならない）。出力全開し
ても，出力不足なので「ゾクッ」という驚き（と恐怖）が生まれる。間もなくススキのむらが
ゆらいだだけだったことに気づく。出力がグンと低下して落差が余剰化する。それだけでも笑
いを生みうるが38),この余剰がのこる間に，ューレイとのパターンの同一性が認められると（「そ
れにしてもよく似ている」），差異と同一性のあいだで振動が発生し，これをキッカケに備給回
37)「笑いのメカニズム」で提示した笑いの統一理論の核心はつぎのようである。「笑いとは， 1)通常両義的
もしくは非一義的なパターンの同化をめぐって図式の作動回路に生じるある種のスイッチィング現象を
引き金にして， 2)一瞬作動図式が賦活信号出力系から脱離する一時的な負荷脱離の回路現象であり， 3)
これは余剰出力の放出を通じて愉快感を生み出すと同時に， 4)作動中の図式について体験されていた現
象学的リアリティをキャンセルする。」（木村1983)
38) この条件が自律して，突然の余剰は笑いを生み出すことになった。予期の落差が急に発生すると，笑いが
生まれる。ちなみに「突然無に帰した予期」に笑いの核心をみたのはカントである。だれかがパナナを踏
んで転ぶと，見ている人の知覚の予期が余剰化する。箸が転んでも笑うのも同じである。ウソやイタズラ
のおかしさは，見せかけの状況への予期荷重と実際の備給荷重とのあいだで発生するリアリティのズレ
によるものである。
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路がはずれる。その結果全出力が余剰化して，ユーレイの恐怖から解放され，おかしみの快感
があふれることになる。この一連の動作が，コトバや映像（漫画）を通じてつり込まれた聞き
手・読み手の表象荷重系で発生するのである。
解放
もうひとつ。図3-5bは一休和尚の「このハシ渡るべからず」である。記号（メタソシオン）
ハシ (S)から「橋」の像(A)が誘導され，「渡るべからず」の禁止で強い荷重Wが備給される。堂々
と橋を渡る和尚の姿に「大変だ！」という予期が高まり，「なぜ？」という思考の運動が発生す
る。「真ん中を通ったのじゃ」というオチで，橋(A)と端(B)というふたつの表象がひとつの記
号ハシによって結ばれ，同一性のプリッジループを通って荷重の高い方から低い方へのポテン
シャルの流入が起こる。このとき余剰化した予期の蕗差を条件にして，不当な禁止という状況
をめぐる備給全体がキャンセルされ，余剰出力が笑いとしてあふれ出す， と考えられる。これ
によって禁止を課した権力への固定備給と，違反による刑の予期つまり恐怖が無化されるとと
もに，「真ん中」を歩めという意味表象が「端」と対比して暗示される。こうして，差異と同一
性のあいだに一種の論理的な「解」が見いだされ，思考の緊張が余剰の快感のなかをより高次
の洞察へと意識を運ぶことになる。
いったん笑いが生まれると，表象へ備給された荷重が余剰として放出される一方で，表象の
リアリティがキャンセルされる。知覚もしくは想像されている表象にかかわる荷重・予期ポテ
ンシャルは正負にかかわらずゼロになり， とたんにそれまで対象がもっていた威厳や価値や緊
張のいっさいが無に帰して空っぽとなる。
笑いが救済や攻撃の社会的意味合いをもってくるのはこのリアリティ・キャンセル機能によ
ってである。風剌や嘲笑は望ましい価値プラスの荷重を無化して剥奪する。逆にユーモアの笑
いは失敗や愚かしさを無化，恐怖さえも余剰化して「おかしみ」に変える。単なる差巽を超え
て回路の核じ部に作用した笑いは，思考の呪縛と感情の固着や現実の重圧から人間の精神を解
放する。笑いは，備給回路の固着を防いで思考を柔軟にし，愉快な余剰のなかで洞察の運動を
促進する。
ちなみにホップスの重視した「優越の笑い」は，自他の差異に同一化したゼロサムゲーム下
で自己に発生した突然の余剰の表出である。これに対し，「やった！」という純粋歓喜， ともか
く目標を実現した余剰による自他未分節の笑いもある。なお，緩慢あるいは微妙な余剰の湧出
は各種の「微笑」（後の欲望のシャドーで簡単に論じるように）をうみだす。
ともあれ笑いは，木村の仮説によれば，「予期ポテンシャルの備給（カセクシス）回路」に発
生する「負荷脱離」の精神ー生理現象であって，笑いは，思考と対になってヒトに精神を発生さ
せた核心のメカニズムである。
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3-4 ソチラとコチラ
リアリティ
シャトルのモデルは，物語のもうひとつの次元を示している。もし人間が自分のオモイや感
情イメージを，思っただけ，思考しただけでリアルであると容易に構成できるならば，人間は
おのおの一種の妄想機械となり，内面に浮かぶイメージや思想を「現実」と思い込んで勝手に
生きていくようになるだろう。コトバや思考や想像がリアルになるためには，他者がそれをリ
アルなものとして承認同意してくれることが不可欠なのだ。
表象がリアルになるには，たがいにコトバを交わし，同じイメージを描きながらそれを半分
づつ備給しあう必要がある。表象は他者の承認によって裏打ちされなければリアルにならない
のである。それは外部に対象をもつ知覚表象についてすら，妥当する。「まあきれい！」と指し
示した道ばたの花を，「あら，そうかしら？」と応えられたなら，花の美しさは半減するだろう。
炊き立てのご飯や手の込んだ料理も同様である。大切な人が「これマズイね」と応じれば，生
理学的と思われる味覚ですら怪しくなってしまうだろう。人間は，内面の思考や想像を，他者
に語り，他者に聞いてもらうことによって，語られた表象の荷重を備給する，つまりリアリテ
ィを確認する。
指し示し
コトバによる指し示しと表象備給の関係を示した。まず図3-6aで子供はタンポポをみつけ，
母へ指と腕で対象を指し示す。子供Aの視線をとらえた母Bはその視線の先にタンポポXをみ
つける。母と子はお互いに同じタンポポの方に視線が向いていることを確認し．目を見合わせ
てうなづきあう。そして母と子は「タンポポ！」「タンポポ！」と発語しながら．花とおたがい
の目を交互に見るだろう。ソチラからコチラヘ，コチラからソチラヘ折返し変換(reflection)
を経ることで，表象と荷重がたがいに裏打ちしあい．タンポポがリアルなデキゴトとして共同
主観的に確定されるのである。
A
 
B
 
a
 
Xb 
b 
図 3-6 ソチラとコチラ
R• Rb 
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図 3-6bは，このタンポポがだれかに摘まれてしまった翌日のふたりである。子供は母の手を
引いて昨日そこに咲いていたデキゴトー花を指し示す。それが内部の記憶表象であることを理解
した母は，「そうねえ，そこにタンポポが咲いてたわねえ！」と応じるだろう。そして子供は「タ
ンポポ！タンポポ！」と翌日もそこへ母を誘うだろう。そこでふたりは，小さな三角形で表わ
した指さしと視線とタンポポという記号音声によって，不在のデキゴト Xの表象xaと沢を互
いの目の向こう側＝内面に喚起し，そのリアリティを一緒に構成したのである。
世界の変換
この視線による指し示しが記号ーコトバヘ発展した図が 3-Beである。もはや，状況から離れ
ても，視線も指さしもなくても．「タンポポ！」という記号(S)を発するだけで表象Rの送り込
みが完了する。このとき．ベッドの子供の内面に浮かんだ花の表象をリアルにかがやかせるの
は，他者である母のうなづきであり，目を見開いてのあいづちである。この対象Xはもちろん
タンポポでなくてもいい。ワンワンでもプープーでも同じである。話し手と聞き手が大きな大
人になっても．この構造はかわらない。会話によるデキゴト表象の送り込みと荷重の備給，っ
まりうなづきによるリアリティの共主槻的な構成(consensualvalidation)は．人間が現実を選
択的に構成する決定的なメカニズムである。
他者の承認と共有がなければ．コトバはもちろん．知覚によって入力された表象ーデキゴト
は．半リアリティのまま．内面とよばれる空間を浮遊しつづけるだろう。そして備給されない
まま半幻想モードで，いずれ廃棄されるのである。このことは．社会的に「現実」を構成する
うえできわめて重要である。妄想や空想にみちた内面の思念や想像のなかから，共同的にサポ
ートできる表象を選択し，支持できない思想やイメージを廃棄するために，会話による承認と
否定は．決定的な機能をはたしている。人間が他者と語り合うのは．表象や思考の内容を伝え
会うことよりも，すくなくともそれと同じ程度に，他者と承認・うなづき・ あるいは否のサイ
ンを交換するためなのだ39)0
39)社会的なリアリティの構成における会話の機能の重要性を理論的に重要視したのは， P.バーガーであ
る。コミュニケーションとレフレクシヴィティ （「対話」による意味の折返し変換）による「現実」の構
成という視点は，家族精神療法など実践科学においても重要なテーマとなっている (S.マクナミー， K.
J. カーゲンなどを参照）。
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3つのモード
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4 ソシオンの自己システム
ソシオンの自己は 3つの階層からなる。図1-lbのソシオンAをごらんいただきたい。最上位
の階層に，コトバと意味によって編まれるメタレペルの「思考」（オモイ）としての私 ((A8凡
(Aが）がある。第 2階層に自分の鏡像と荷重感情（気もち）からなるイメージ（スガタ）とし
ての私 (Aりがある。一番下の階層には，生物学的な境界をベースにした身体（カラダ）とし
ての私 (A) がある。各階層における自己の機能の様式をモードとよぽう。自己は，思考（オ
モイ）モード，イメージ（スガタ）モード，身体（カラダ）モードの 3つのモードをもつ。自
己保存システムとしての「自己」は，これらの階層をいわばプログラム・シフトしながら，そ
のつど生存ベースとなる身体（カラダ）へと回帰することで，自己同一性をつむいでいる，と
みることができる。
自己システムが特定モードで動作すべく，プログラムを選択的に荷重備給して起ち上げるこ
とを「同一化」あるいは「宿る」 40)と表現しよう。のちに見るように，羞恥は，スガタ・カラダ・
オモイの 3つのモードにたいする宿りのためらい，つまり同一化の振動によってもたらされる。
主体は，生得的な条件と他者との社会関係による誘導のなかで，いずれかの階層にたいする
同一化を発達させていきやすい。この特異的な同一化のあり方や宿りこみの安定性に注目して
自己システムのプロフィールを描くことができる。
図4-laは特定の階層への同一化の肥大に注目して描いたプロフィールである。身体モード0
優位型はスポーツマンに，イメージモードR優位型はファッションモデルやデザイナーに，思
考モード S優位型は学者や評論家に向いている，といえよう。 4-lbは，逆に各モードに「欠如」
に同一化した場合のプロフィールである。欠如型は，それぞれに劣等コンプレックスを抱え込
み，それを恥じやすいだろう。しかし欠如はしばしばバネにもなる。たとえば，運動が苦手な
ので本好きになり思考モードが肥大するとか，勉強はできないが服装のセンスはいいとか。こ
のように aの得意ー余剰型と bの苦手ー欠如型はしばしば相互に補完しあう。
インターフェイス
一般に．他者の接近は，自己システムに何らかの対応準備に入ることを要請する。カラダ・
スガタ・オモイという 3つの自己のモードは．それぞれ触れる・見る・知るというかたちで他
40)「リハピリ」 (re-)habilitationは図式身体へのまさに「再宿りこみ」である。ウィニコットは，自己イメ
ージとの同一化を dewellinginと表現している。 P.シルダーによれば「身体イメージの形成は個人の個
人的歴史だけではなく．彼の他者に対する関係の歴史にも基づくものである。」
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図4-1 私のプロフィール
者が接近してきたとき．対応のために作動準備状態に入る。それぞれの階層の自己の制御プロ
グラムが選択的に起動される，つまり荷重（予期ポテンシャル）を備給されて神経生理的に作
動状態にはいる， と考えられる。私を起動させるのは，自己の意志である以上に，他者の現前
である。
たとえば「スガタ—私」が起動され，意識にとってリアルになるのは，他者の視線を感じたと
き，見られた， と思ったときである。寝巻姿であれ晴着姿であれ，だれも見てくれなければそ
の姿はなかったに等しい。
「オモイー私」は，他者に知られたとき，理解された． と思ったときにリアルになる。聞き手
の存在は．私の内面のオモイをリアルに起ち上げる。寝言をきかれたり日記をよまれたりする
と．空想として浮遊していた想念や妄念がリアルに固定される。
「カラダー私」が他者に対して起ち上げられるのは，突然なぐられたり．やさしく愛撫された
りしたときである。感覚遮断下では身体の境界すら曖昧になる。そして最後に，行為する者と
して私がリアルになるのは， ミンナの注視のもとでステージに上がったときである。そしてカ
ラダを張った行為が拍手喝采で迎えられたとき，私という存在が社会的に実現されることにな
る。
これらの各モードの自己は．それぞれの階層に特異的なメディアによって．外部の他者や環
境とインターフェイスする。上に見た具体的な他者の現前は．そのインターフェイスの開始を
告げるひとつのシグナルである。まず私の「思考」（オモイ）は．耳と口つまり会話を通じて他
者とつながる。さらに新聞，本といった記号メディアを通じて文化システムと接している。私
の自己イメージ（スガタ）は．目つまり視覚と映像を介して他者と接している。他者の姿や顔
の知覚は．魅惑や鏡像知覚をつうじて．自己に欲望や愛の感情を引き起こす。写真やポスター．
漫画・映画・テレビなどの映像メディアを通じたイメージとのインターフェイスも重要である。
身体（カラダ）は．まさに手と足を主体にした身体生理的な機能をつうじて外部環境と連結
される。まず．暴力や救援のような直接的な行為によって他者と接合される。さらに．交易や
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図4-2 私のモードとインターフェイス
市場交換などより制度化されたサービスやモノ資源のやりとりを通じて諸個人や組織体と連結
される。戦争や略奪も社会的な連結のかたちである。
ソシオンは，このインターフェイスをつうじて，他者と外部から各階層にそれぞれ特異的な
情報や資源をとりこむ。まずイメージ界から魅惑や同一化によってスガタをとりこむ。さらに
行動をつうじてカラダのもととなる生活資源やエネルギーを取り込む。さらに，外部の意味空
間からコトバや思想を取り込んで，自分なりに編集しながら一定のオモイを構成する。
階層制御
このように一方で外部の他者とヨコに連結されたソシオンのスガタ，カラダ，オモイは，自
己システムの内部で今度はタテに連結され，垂直的に機能的な統合がはかられる。まず物質—資
源的に外部の他者や環境と接合された身体（カラダ）とその行動は，内部感覚や視覚を通じて
身体イメージ（スガタ）と荷重感情に変換され，第 2階層にくり込まれる。これらの荷重感情
は，第 2階層で他者からの帰還をうけて未分化に変容しながらも，コトバの誘導を経て，ほか
ならぬ私の気持ちとして第 3階層の思考（オモイ）にくり込まれる。
「私」は，コトバを操りながらイメージを選択して自己の同一性をつむぎだす。思考する「私」
が，自己制御システムの中枢を占めるのは，コトバによって思考をつむぐその変換の自由度に
よってである。この思考は，イメージと感情を喚起・誘導しながら，選択的に身体を駆動して
現実的な行為を誘導する。思考（オモイ）がイメージ（スガタ）に，イメージが身体（カラダ）
とその行動に，階層を降下しながら実体化されていくことで，システムとしていわばタテの自
己制御が可能になる。こうしてソシオンは，他者や環境と情報的・物質ーエネルギー的な入出力
交換を更新しながら，「くり込み」と「くり出し変換」を反復することによって，開放系として
自己システムの構造を生成する。このとき，余次元を開き，また閉じながら階層をタテに移動
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するそのモード・シフトの自由度とプログラムの選択性が，外部とヨコにインターフェイスす
るコミュニケーションのメディアの革新と相まって，ソシオンの自己システムに極めて大きな
可塑性をもたらすと同時に，社会システムに進化のポテンシャルを生み出している，と考える
ことができる。
私 I, I , Il 
ソシオンの自己システムは，他者の像私 Iを私の原像として取り込み，他者の示す私の鏡像
私Iに同一化しながら，自己自身私IIへと回帰する，という他者を経由した自己制御ループの
らせん運動である。この他者を経由したシステムの様子を示したのが図4-3である。単純化して
第2階層までしか示してないが，他者のところに自己の鏡像と荷重をもつことによって，たが
いに嵌合しあっていることが見てとれよう。ソシオンの自己は皮膚を界面にもつ個体ではない。
それは，たがいに他者のもとの鏡像自己を組み込んだかたちで，個別身体の境界をこえた複合
情報システムを形成している。
B
 
図4-3 境界交叉
ちなみに，この私 I, I, IIとカラダ，スガタ，オモイは対応する点もあるが，基本的に別
の切り口によるカテゴリーである。前者は自己システムの機能的な構成要索であり，後者はシ
ステムの階層構造を記述する概念である。たとえば，他者に「たくましい，かわいい，かしこ
い」とほめられたカラダとスガタとオモイはいずれも，鏡像私Iを構成する。ふつう私Iは，
まずは第 2階層でスガタとしてあたえられる。これが，第 3階層へくり込まれて自己回帰ルー
プを形成することで，今度は私IIがオモイとして発展する。
しかし，この私のオモイは，他者に知られることでスガタをもたない私I (私の鏡像）とな
るし，自画像のようにスガタを介した自己回帰による私IIの形成もある。さらに私IIは，他な
らぬ私のペースとなるという点で， しばしば私有財産や身体に同一視される。そしてなにより
も，私 Iは私のカラダではなく，私が内部にとり込んだ他者の像である。その他者の像と荷重
私 Iは，私の前にいる現実の他者（の身体）に投射されてしばしば同一視される。自己自身で
ある私IIも，その思考や感情をその身体と同一視する。
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ともあれ，私 Iもふくめて，ヒトの自己は，まずは第 2階層に像として誕生する。ソシオン
は，いわば逆立ちするようにして鏡像から身体に入るといっていい。ヒトの自己システムを生
物学的境界を超えて社会的な存在として機能させるメカニズムの核心も，自己を第 2階層を中
心にイメージx荷重体として構成する，という点にあるように思われる。以下では像を介して
他者とインターフェイスするソシオン特有の自己システムの多重性をかいつまんで見る。
4-2 ソシオンの死
自殺と鏡像
ソシオンの自己が生物学的個体を超えたものであることをしめす端的な事例が，自殺という
ヒト特有の行動である。人生の意味を求めて思考する自己は，無意味さに絶望して自己自身の
抹消を企てるかもしれない。しかしそれはコトバで意味を紡ぐ第 3階層の思考ー自己の絶望，オ
モイであり「ものおもう者」であるかぎりにおける私の自己破壊にすぎない。すぐさま，第 2
階層のイメージー自己（スガタ）が待ちかまえていたようにそのあとにつづいて起ち上がる。ぷ
ら下がって垂れ流したらみっともないとか，アカシャの雨に打たれて冷たくなった私を見つけ
てあの人は・・・といった鏡像ー私のイメージがつよい荷重をともなって出現し， しばしば実際
の生よりもリアルに生きられる。他者から惜しまれながら死ぬこと，あるいは惜しまれるであ
ろう私をイメージして死ぬことは，人間のみる最後の夢である41)。ほとんどすべての人間は，死
を直前にしたとき，第 2階層へ跳躍して，他者のもとにおける私の像と荷重を生きるのである。
図式的に整理すると，典型的自殺には 3つの種類がある。第 3階層の思考する自己（ほぼ私
Iに対応する）の行き詰まりによるもの，第 2階層の鏡像（私II)の欠如もしくは破綻（つま
り不名誉や屈辱）によるもの，そして第 1階層の身体的苦痛あるいは不調に起因するものの 3
つである。それぞれ意味の欠如，愛もしくは結合の欠如，そして健康の欠如とよぷことができ
るだろう。第 2階層の鏡像崩壊は，「顔向け」ができないというかたちでの遁走的自殺をまねき
やすいかもしれない。あるいは「顔をつぷされた」という憤死的な自殺もあるだろう。
人生の無意味を悲観して滝にとぴこむ，といった自殺も，遺書や辞世の歌を残すように，他
者たちから悼まれさらに称えられることをすでに予想していることがほとんどである。そこに
は，オモイである私Iをカラダごと消滅させてでも，他者のもとで称賛を得たいという，せつ
ないほどの鏡像私Iへの同一化である。ちなみに，死んでやる， というタイプの自殺は，他者
における私の存在の荷重をみずから破壊することで，悔いるというかたちで私の鏡像荷重を承
認させるとともに，私の自由のまえに他者を脆かせようとする，屈折した攻撃型の自己実現と
41)おしむーいとおしむ．かわいそうーかわいい（がる）．いたいーおいたわしい...といった大和ことば
は．愛とは存在することをよろこぶことである以上に，喪失を惜しみ悼むこころの運動として実現するこ
とを暗示しているようにおもわれる。存在をよろこぷよりも，喪失を悲しむ＝愛しむ＝いと惜しむ方がた
ぷんより容易でしかも切ないのだ。
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いえるだろう。
もっと積極的に，潔く一命を捧げることで他者の永遠の称賛を得たい， というヒロイズムの
自己犠牲的自殺志願がある42)。これも自己の生命を粗末にする，という点で，一種の自殺である
ことにはちがいない。もうすこし防衛的に，第 2階層のイメージと名誉を守るために，第 1階
層の身体命を捨てる， というケースもあって，どちらも私Iへの評価を獲得するための自己実
現的な自殺である。これに，より否定性がふえると，死んでお詫ぴする， というタイプの償い
的な自殺にもなるし，また鏡像の汚名をすすぎ屈辱を晴らすために腹を切る， という「切腹」
が，名誉ある自死として自己回復的な意味合いを持つのも，こうしてみると合理的な理由がな
いわけではない。いずれも自由な意志ー私による自己の存在モードの選択であり，その意志が身
体私の自然な生存欲望をのり超えるという点で共通している。人間が，像x荷重体として第 2
階層から逆立ちして身体へ入る， という所以である。
人の死
身体ー私としてのみ生きている脳死・植物状態の人間は，他者のところで私Iとして生きる人
間，他者の私 Iとしてのみ存在する最後の人間であり．究極に社会的な自己システムのあり方
もしくは要素である，といえるかもしれない。もはや会話することも目を開くこともなくても，
息をして血がかよっている身体がそこにあるだけで，他者にとってはかけがいのない人間存在
の証（シニフィアンー身体！）なのだ。彼は，他者の自己システムのなかに固く組み込まれて生
きており．その限りにおいて生きまた生かされているのである。
人間存在を身体生命に同一視する近代ヒューマニズムにとって．脳死と臓器移植は死と殺人
の論理的境界が見分けられなくなる永遠のアポリアである。ちなみに，ヒューマニズムのもう
ひとつの側面，第 3階層の回帰する意識の同一性（自己意識の固有性と同一性）に準拠して「人
間」 (humanbeing)を定義すると．意識の消滅はあっさりと人間の死あるいは崩壊（「生ける
屍」）である． と（論理的には）言い切れることになるが．こんどはその意識の同一性をめぐっ
て困難で重大な問題が発生する。「近代」がながく患ったように，私 I, I, IIの軌道が激しく
励起されて沸朦状態にあるだけかもしれない狂気の人をただの「病人」とみなすのか．それと
も有効な「人間」の体験とみなすのか否か（つまり「神や悪魔」の類とみなすのか）という，
人間の定義とヒトの処遇をめぐる文明の重大問題である。
「病気」ならばその体験は単なる妄想＝症状として無効化されるかわりに，「治療」が必要と
42) 自殺の報道が自殺を誘起するのはよく知られている。ふつうの死は，第 3階層の思考する意識である自己
の消滅と，第 1階層の身体自己の喪失がもたらす恐怖の重合であるが，ここでも第 2階層の私の鏡像，死
んだ私のために他者が流してくれる（だろう）涙や贈ってくれる（だろう）花束が死の恐怖のなかで生き
られることが多いだろう。 Aが死んでやる，といって自殺するのは，他者Bのなかの私II である A•を殺
すことによって， Bに私Aのために涙を流させようとする倒錯的な愛の要求であることが多い。それほど
に，人間の自己システムは，他者の視線とその先の「鏡像」にくい込まれている，といっていい。
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される （と考えてしまいやすい）し，不十分にしか人間でないならば，権利や自由や義務の不
十分な付与や剥奪が行われうる（「措置入院」とよばれる強制収容）。前近代のように「悪魔つ
き」や「神がかり」といった定義づけが行われるならば，無意味な妄想として片づけられない
かわりに，社会的虐待や宗教的崇拝の対象として恐れ＝畏れられることになるだろう。以上は，
問題の領域に探針を入れたにすぎない。いずれにせよ，人の死と狂気をめぐる文明の重大問題
は， 自己のそれも他者のそれもふくめて， 人間のソシオン的な多重複合交叉について思考し，
その構造を理解する格好の演習問題である。
最後に，私の鏡像の呪縛すら乗りこえられる死，したがって生もないわけではない。これは，
もはや身なりすらかまわなくなった老人や狂人などの，第 1階層の私である身体への退行とし
てもおこるが，逆に達成としての退行も考えられる。言いたいことはこうである。縁側に腰掛
けて，庭にきた小鳥や遊んでいる子どもをながめてただ微笑んでいる老婆は， まさに私のアナ
タ，世界の母胎である私 Iへの回帰を実現しているのであって，
実現といった私の神話や物語は消し飛んでいるのだ。
4-3 ソシオンの葬儀
お通夜
そこでは世俗的鏡像や自己の
葬式は，ソシオンの荷重を確定し，継承あるいは伝承する決定的な出来事である。その人が
どう思うかその私Iはもういないが， その死者の私 Iであった人々は続々と集まるだろう。そ
のとき人々は，死者の私Iをもちより， その荷重をかたり，惜しみ，悲しみというかたちの愛
をその像にそそぐのである。そこで社会的人間としてのその人の荷重Iが確定する。参列した
>
ご::~~::_~c
- -----
Xの幻私II=X汗炉+xc
図4-4 ソシオンの葬式
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人々の多さ，流された涙，捧げられた香典や花輪の量は，その荷重の大きさを表す記号．シニ
フィアンである。その偉大さや畏れ多さは，いずれまもなく，墓の大きさとなって指し示され
るだろう。ピラミッド，大古墳の類は．こうして埋葬・固定された巨大な荷重のシニフィアン＝
記号であり，ソシオンの論理にとっては構造的な必然性をもっているのだ。
さらに葬儀において重要なのは，みんなが私Iを持ち寄り，死者の像と荷重を再現すること
である。その死者がどのような人であったのか．それぞれの関係から受けとめた像と構成した
荷重をお通夜などの場で語りあうことによって，死者の存在の社会的な共同主観的な全体像が
再構成あるいはあらたに合成される。それは．死者自身の生前の私Iとは無縁なものですらあ
るかもしれない。しかし．ネットワーク上の社会的存在としては．その全体像が描き出される
最初で最後の聖なる荷重コミュニケーションの場なのだ。
私Iの相続
このことは，個々人の感情にとって重要なだけではない。私Iをもちょって合成された死者
の社会的存在自体が，生き残った人々によって相続・継承される。追悼の辞に描かれた生前の
姿や生き方が引き継がれ再現されるだけでなく，死者が他者のところに形成した信用や不信用
という「荷重」が，子どもや後継者によってまさに「継承」されるのである。その人の集めた
「尊敬」から，「暖簾」や「地盤」「財産」「負の遺産」をふくめて，社会関係といわれるものが，
個別主体の離脱や参入にもかかわらず，こうして修飾をうけながら一定の同一性をもって社会
的＝超個体的に機能していく。死と葬儀は，個々人にとっては最大級の，社会ネットワークに
とっても決定的な，ソシオン理論にとってはきわめてシンポリックな，最大級の重要現象であ
る。他者の手元にのこした記憶と信頼の荷重イメージを手がかりに， もとのネットワークがか
なりの程度復元される43)。そして再現されたそれぞれのループが，新しい担い手の個性のゆらぎ
を吸いながら，時間と世代を超えてそれなりの同一性がつむがれていく。
4-4 羞恥のメカニズム
内面の誕生
ソシオンが内部に構成する表象空間では，荷重系がデキゴトの記憶を反謡しながら，無数の
イメージを投射する。人の内面は．夢がそうであるように．デキゴトの記憶や予期の変容態で
ある幻覚表象でみちみちている。とくに．魅惑や模倣によって吸い取った他者像が変容して無
43)たがいが相手にたいしてもっていた荷重記憶によって社会的交換のループを再生する，というロジック
は，一日数十万の細胞の死にもかかわらず，シナプス荷重によって記憶を再生保存する神経ネットワーク
の動作構造によくにている。ネットワークレペルで発生する同一性は，神経細胞個体や，人間個体によっ
てではなく，それらが他とのあいだで構成する超個体的なコミュニケーションのループにおいて発生し，
その荷重関係によって担われる。社会システムのネットワークを編む索子である人間を，あえてソシオン
(socio+neuron)とよぶことを提案する所以である。
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数といってよい「私」のイメージがわき起こる。いうまでもなく，これらの幻覚表象は，その
時点では一定のリアリティをもって意識に体験される（＝夢見られるというべきだろう）が，
夢の体験をのぞいて，すべてが同じようにリアリティを構成しない。体験されているその時点
で，それがすでに取り消し可能な「空想」であり，「ポテンシャル空間」44)とでもいうべき内部の
仮想空間に属していることが気づかれているのがふつうである。多くの幻覚は，空想として振
り払い，あるいは夢として醒めうるようなものとしてつくられ，また生きられるのである。
この内面という不思議な表象空間において，荷重が固定されないまま無責任かつ無尽蔵に生
産される幻覚イメージのなかから，一定のオモイやスガタやカラダの動きを選択し，これを記
号や行動によって固定しながら荷重系に引き受けて，体験にとってリアルなものとして実現・
確定しようとする選択的な働きが，おそらく意識—私の機能である 45)。意識—私は，ポテンシャル
空間で生みだされた表象を選択して，これを現実とするために他者にコミュニケートするか，
オプジェクト・レベルヘ行為としてくり出そうとカラダを制御する。
しかも，そのなかには，抑圧・否認・解離といった精神分析学的「防衛」メカニズムが教え
るように，意識されることなく封印されたデキゴトの記憶や，現われることなく押し込められ
る欲望や感情が，無数無尽蔵に含まれている， と仮定すべきである。「夢」は，こうした意識に
浮上する以前のデキゴトの記憶（表象x荷重）ファイルを，睡眠中に知覚系や記号系から隔離
された「ポテンシャル空間」において，システムの管理者である意識ー私の誘導や拘束なしに，
荷重系優先でリファイリングする重要な機能を果たしているのかもしれない46)。
視線のカ
私の意志による選択的な荷重備給だけではその表象イメージは完全にリアルにはならない。
44) ウィニコットは幼児が「遊ぴ」というかたちで仮想的な対象ー表象操作を始めることに注目して，「ポテン
シャル・スペース」という概念を提示し，それが心の発達にとってもつ重要性を強調している。まさに予
期ポテンシャルを未確定状態におくことによって，荷重と表象が自在に変容可能となるような空間であ
る。この仮構性・架空性は，内的意識が自由度をもっための決定的な条件であって， もし夢や空想が想わ
れたとたんにみんなリアリティになったら，人間は文字通りただの「妄想する機械」になってしまうだろ
つ。
45)覚醒時に，知覚系や記憶系から入射する表象に荷重系が投射するイメージ（予期ポテンシャル）を重ねて，
これを選択的に保持・モニターする機能がいわゆる「意識」であると思われる。もちろん，すべての知覚
入力や内部状態が表象として意識に把持されるわけではない。気づかれることなしに生きられる荷重イ
メージや，見過ごされても感じ取られているデキゴトは無数にある。覚醒時の意識や思考は，おそらくそ
のごく一部を記号によってファイル管理する一種の編集モニター機能であって，夢をふくむ無意識（フロ
イトの「一次過程」）のなかには，思考する意識(「 2次過程」）とは異なった原理による膨大な世界＝デ
キゴトの記障が眠っており，その総体がヒト（あるいはユングの「自己」）である，と考えてよいだろう。
46)例外的に「夢を見ない」と考えられる哺乳類のカモノハシとハリモグラ（ウィンソン）が，巨大な前頭葉
をもちながら進化の袋小路に位置することは，脳の進化において，「夢」が果たしたかもしれない決定的
な機能を暗示していて興味深い。おそらく，「夢」は，情報システムとしての脳が，感覚知覚系の拘束を
受けずに，荷重表象の生成と廃棄をおこなう自己組織化のプロセスであり，これが他の哺乳類の進化に決
定的なアドヴァンテージをもたらしたものとおもわれる。
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私の内部に浮遊する表象イメージにリアリティを賦与するのは，前章でも見たように，他者の
視線による承認が必要不可欠である。私がリアリティであってほしいとおもう表象イメージは，
他者に見られることによってはじめてリアルになるのである。それまでは，半分だけリアルで
あるに過ぎない。
ここにコミュニケーションによる社会的現実の構成という人間が採用した世界構成方法のも
どかしさと絶妙さがある。私にはどう見てもあきらかな「私」の存在ですら，他者の視線や承
認を受けなければ，いずれ幻想のモードで消去・廃棄される運命にあるのである。
この内部表象の取り消し可能性は，主体に選択可能性という決定的な自由をもたらしたが，
逆の不自由をももたらした。他者の視線が内部のポテンシャル空間に侵入し，欲してもいない
のに表象をリアルに備給するという不自由である47)。本来幻想のモードで消去したいとおもっ
ている非選択的なオモイやスガタが，他者の視線を浴ぴることで，不本意にもアナタとの間で
リアルに備給されてしまうのである。
独り言は聞かれることによってリアルになり，あられもない姿も見られたとたんに現実とな
る。見えるはずもない内部のオモイも，見透かされたと思ったとたんにリアルになる。他者の
視線は， しばしば私の心当たりに当たる。それは，隠しておきたい内面の秘密やコンプレック
スまでリアルに存在させようとする力をもつのである。
逆に，存在させまいとするならば，無視つまり見ない振りをすればよい。子どもが，積み木
を「見て見て！」とせがむのも，その行為がもし見られずに終われば，存在しなかったことに
Rt 
s
 
s : 他者の視線
R1: 顔（虚像の系列）
w: 荷重系
図4-5 視線と顔
47)土居健郎によれば「表情はそこにウラである心が表現されたりされなかったりするオモテである。いいか
えれば・・・顔は心を映しだすと同時に．心を隠し保護する役目をもっている。・・・実際われわれはひ
とに会うとき．相手の顔によって相手の心を察するとともに．顔の裏に隠れている心が存在することをも
同時に感じとるのではなかろうか。・・・分裂病者の表情からはこのような徴妙な印象を受けとることが
ない。・・・彼らにオモテとウラの区別がないということは． とりもなおさず顔と心の区別がないという
ことに他ならない。」 他に．顔の意味については，レヴィナスの分析が深い。
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なってしまうからである。私にとって気分の良くない言動はもちろん，相手にとって都合のわ
るいことも，「無視」することによって社会的には存在しないものになってしまう。他者の視線
がなければ，思考や想像だけでなく，現実の行動ですら， リアルでなくなる， というじつに不
思議な現象を人間は生きているのである。
虚像の系列
タンポポのように，私がこの目で見ているものですら，他者がいっしょに見てくれることで
最終的に荷重のリアリティが確定する。絵に描かれた花は，たとえば私には情熱的に思われる
ひまわりの花の絵であっても，だれも注目しなければ，その美しいという感動は半減もしくは
消滅する。私自身のスガタについても同様であって，だれも見てくれない私のスガタやだれに
も認められない仕事は，体験にとって半分しか存在できない。
見られなかった私のスガタは，なかったものとして処理され，取り消し・消去されうる。お
めかししても，見向きもされなければ私は他者たちのあいだで存在することができない。鼻毛
を抜いていても，見て見ないふりをしてもらうことでなかったことにすることもできる。逆に
見られたとたんにそのスガター私は，荷重を備給され社会的リアリティとして私のなかでフィッ
クスする。
ここに，内面で可能な私ー像の選択性をもつ自由な意識と，外側で像をリアルにする他者の視
線とのせめぎ合いが発生する。人間は，見られないと自由だがリアルでなく，見られるとリア
ルだが自由でない48)。この他者の視線と私の自由のあいだの摺り合わせによって，社会的人間と
しての私のリアリティが形成される。私は，自分の自由によって好きな自分の顔やスガタを選
ぴながら，他者の承認によってはじめて自分の存在を確認する。他者と私がたがいにソチラと
コチラから表象と荷重で裏打ちしあうことで，私もデキゴトもはじめてリアルになる。
このとき，他者の視線の決定力と私の自由な選択性のあいだで発生する（フロイト風にいえ
48)知られないもの．見られなかったものは．なかったかのように消去できる，というこの取り消しメカニズ
ムは．怪しげな思考や想像をはじめ，みっともない排泄や性交のような現実の姿や行動までも．あたかも
なかったかのように処理してしまえる決定的な自由を．主体私にもたらす。この取り消し可能性によっ
て．私は私のオモイやスガタやふるまいにたいする自由な選択性を手にするのである。正村公宏．土居健
郎などの秘密にたいする考察を参考されたい。
ちなみに．ウソと万引きは．この取り消し可能性をはき違えて不可能な自己実現の罠にはまった自由の
犠牲者である，といえる。つまり．それは他者の目を盗みあるいは欺くことによって成立する行為である
が，この行為は成功すると，他者の承認がえられないため，意識にとってはリアルなものとして実現され
ない。トイレでしゃがんだ姿のように，見られなかった以上．なかったこととして取り消されてしまうの
である。自由でしかもリアルであろう．と欲する意識—私は，この不可能な自己実現を反復するしかない。
ここに．万引きが病みつきになり．ウソがドロポーの始まりとなる理由がある。自己の姿を正視して恥じ
ることは取り消しのメカニズムの活用による自己欺睛におちいらずに．自己の選択性を他者の視線への
責任において限定する人間の重要な第一歩である。それは．哲学的思弁にとってではな<.他者のまえで
内面を形成し始めたすぺての少年少女にとって．身を震うほどの死活的な問題なのだ。
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ばナルシシズム・リビドーの）備給の振動が羞恥である。羞恥は，他者の前で，私が私でアル／
ナイことを選ぶ自由な選択性の振動であり，それは自己意識としての人間の誕生をつげる決定
的な出来事である。
4-5 羞恥の諸類型
備給の振動
羞恥は．私見によれば，他者の現前と私の選択性とのあいだで発生するナルシシズム・リピ
ドーの備給の振動である。他者の視線の備給力と，私の自由な選択性の間で発生する自己備給
の振動である。他者による予期ポテンシャルの備給によってまさにリアリティとして生まれか
けている自己(me)が，私(I)の自由によるその備給の取り消しの運動の間にはさまれて，振動
する。
人間は，自由であろうとするとリアルでなく， リアルであろうとすると自由でない。自由で
あると解放されるが不安を免れず， リアルであると確定するが拘束される。この自由とリアリ
ティを自他のあいだで誘導しあい，自己あるいは他者の社会的リアリティを相互誘導的に構成
するメカニズムが，羞恥という社会的な精神生理現象の核心である。羞恥は，他者の視線によ
るプラス／マイナス承認・否認と．自己の内面の自由な選択性のあいだでくり広げられる備給
のゲームであり．鏡像をめぐるコミュニケーションの駆け引きである。
モードのズレ
自己はふつう，第 1階層のカラダか，第 2階層のスガタか，第 3階層のオモイの 3つのいず
れかのプログラム・モードで機能している。ここに不意に他者が現われると，それに対応すべ
く，急激なプログラムシフトが発生する。たとえば現前する他者の視線によって起ち上げられ
たスガタのモードと，自己が駆動されていたカラダのモードのあいだで，荷重備給に振動が発
生すると考えられる。他者の視線を前にしたときに発生する，カラダもしくはスガタに対する
宿りのためらいが，最初の羞恥である。フロイト的にいえばナルシシズム・リビドーの備給の
振動が，羞恥という荷重ー感情的体験の核心である 49)0
たとえば，不意に操体や排泄する姿をのぞかれたときの羞恥は，身体ー自己が，他者の視線の
備給を受けて「あられもない格好」として鏡像の側からリアライズされてしまったことへの主
体の拒絶である。宿るぺき身体イメージであるスガタが準備されていないうちに，他者の視線
49)プログラムをリアライズする荷重出力系が駆動と解除，オンとオフのあいだで振動する，と考えられる。
羞恥が「笑い」に似た反応をともなうのは，この備給の振動によってである。ちなみに，愛撫や触診．ぁ
るいはくすぐりなどによって発生する「くすぐったさ」の感覚は，図式身体への宿りの振動であり，身体
の羞恥である，とみることができる。赤ん坊が母の不意のくすぐりによって笑うのは，実際に身体図式へ
の備給（「宿りこみ」）が刻々と展開されていっていることの雄弁な証しであろう。
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の力によって第 1階層のみっともないカラダを，第 2階層のあられもないスガタとして不本意
にも固定されてしまったのだ。
一般に，居眠りを目撃されたときのように，見られたくない姿を見られるのは恥ずかしい。
またオモイを雄弁に語っているときに，姿や身体として見られていることを知るのも恥ずかし
いだろう。これらの羞恥は，いずれも，オモイ・スガタ・カラダの私の 3つのプログラム・モ
ードのどれをリアライズすべきかをめぐって他者の視線と主体の選択性がくいちがい50), 荷重
の備給回路が発振をおこしたケースである。
以下では，「顔」と視線を介した自他のインターフェイスについてより詳細な概念を得るため
に，日常場面からさらにいくつかの羞恥のパターンを拾い出し，簡単に羞恥の類型論を構成し
ておこう。
最初の他者
自宅をおとずれた初めてのお客の注視を浴ぴることは幼児にとってしばしば恥ずかしい。タ
ンスの裏にかくれてでてこないのは，どんな顔をしたらいいのか，わからないからである。ま
だ「顔ー面」（おもて）という鎧あるいは武器をもたない，幼いタマシイの微笑ましいはにかみ
である。
大人でも，他者に日記を読まれたり独り言を聞かれたりしたときは結構恥ずかしい。本米自
由で保留された空間である内面をただよう第 3階層の思考が，他者に知られることでリアリテ
ィとして固定されることへのあわてふためいた振動であると考えられる。
Ra 
A~(] 
B屁→(]
＇ヽ：ヽ員 w 区 (]、`、Gし 区
__ ,(] 
~、”’
r@ 
Rb 
a くいちがい b おだて c けなし
図4-6 羞恥のメカニズム
初めての顔
小学校の学芸会のように，最初のステージで注目を浴びるのは恥ずかしい。初めてのデート
ゃ，講演はどのような自己イメージによって自己の姿かたちから言動までを制御すべきか，ま
50)作田啓ーは，「指向のくいちがい」に羞恥の核心をみるM. シェーラーの概念をリファインして，当時鵜
呑みにされていたR.ペネディクトの「恥」の概念を批判するとともに．近代日本における羞恥の機能を
説明した。社会心理学的な羞恥研究についてはその他に井上忠司などを参照。
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だ図式駆動に振動が残るからである。初めてのデートのように，異性を意識したスガタやカラ
ダやオモイヘの宿りは，ためらいの振動を生み，含羞で少年少女の頬を染める。
ねぼけ顔
寝ぽけた顔や下着姿を他人に見られるのは恥ずかしい。しかるべき「顔」がプログラムとし
て起ち上げられていなかったからである。ごはん粒がついていたり涎がたれていたりするの（を
指摘されるの）も同じである。カラダが不本意なスガタとして固定されてしまったのである。
ふたつの顔
たとえば最初に父兄参観にきた母の前で感じる子どもの羞恥である。クラスメイトや先生の
まえの自分と，お母さんの前の自分というふたつの顔のあいだで振動が発生する。クラスにま
ぎれこんでいる自分の子に気づいた教授の羞恥感も同じタイプである。
場違い
クラスを間違えてしばらくして気がついた学生も恥ずかしい。みんなの前を退出するのがま
た恥ずかしい。パーティなど居るべきでない場所に，居るべきでない姿で出てしまったばあい
も同じである。
人違い
街で友人と思って後ろから声をかけたら，人違いだった，という場合である。親しい友人の
ためにつくられた笑顔満面の「顔」が，駆動できずにいわば宙に浮いてしまう。その顔を失っ
て宙に浮いた自分を目撃されるのがまた恥ずかしい。
顔の消失
駆け込んだホームで電車にのりおくれたときも恥ずかしい。駆動すべき身体図式が突然のよ
うに消えてしまい，備給系が振動を起こしてしまう。おだてられてその気になったときに，梯
子をはずされてしまった時の羞恥も同じである。
称賛
柄にもない善行を目撃されるのも恥ずかしい。いつもの自分との価値の落差が内面で振動を
発生する。若者が老人に席を譲りにくいのも，この羞恥を同乗者に目撃されるからである。人
は，誉められても恥ずかしいことがあるのである。成績などをミンナの前でほめられるのも同
じように恥ずかしい。
辱め
ミンナの前でしかられるのはもちろんだれでも恥ずかしい。不本意な「顔」（面子）が，他者
の視線によって取り消しできないかたちで確定されてしまうのも恥ずかしい。主体が拒めない
-119-
関西大学『社会学部紀要』第30巻第3号
かたちで欠如や劣等が確定されてしまうことに対して，自由であろうと欲する私の誇りが拒絶
する。辱めは，主体の自由な選択性に対する他者の視線の暴力である。サルトルの羞恥論は，
他者の自由とのせめぎ合い，主体の相克性を中心に展開されている。
失敗
自分が自信をもって遂行できるはずのプログラムの失敗ははずかしい。バナナの皮で転んだ
り，お茶をこぽしたりといったものから，言いまちがいや仕事上のドジなどいろいろの失敗が
ある。実現した私の行為に対する宿りの拒絶が振動を発生する。
振り返り
どこにも他者がいなくても羞恥は発生する。他者の目は確かに内面化されるのである。あと
で振り返ったときに顔から火が出るような思いをする羞恥もある。自分の姿を他者の目で見る
ことができるようになったときに，この種の羞恥が生まれる。内実をともなって内面に回帰す
る自律した自己意識の誕生である。
厚顔無恥
最後に，人を人とも思わなければ羞恥は発生しない。動物の前では裸でも恥ずかしくない。
旅の恥は掻き捨てというのもすこし似たところがある。また，自己のおもいやすがたについて
の選択可能性がなければ意志はあっても羞恥は生じない。中年女性や男性の厚顔無恥は， もは
やスガタも選択できず異性の視線も期待できない不自由な状況下で余儀なく発生する自他のイ
ンターフェイスの硬直である。
以上，いくつかの羞恥について整理してみた。他者の視線の力の前で，何者かであろう，あ
るいはあるまいとするけなげな自己の選択性が，羞恥を発生する。羞恥は，視線によって励起
されながら未だ顔をもたない自己の微妙なゆらぎであり，何者でもない私への気づきと，何者
かでありたい，あるいはあらねばならない私のあいだの，繊細な振動でもある51)。
51)アメリカでは Heis shy. は貶し言葉と受けとめられる。子どもの shynessはたたき直すぺき欠点であ
るらしい。これに対し「この子は恥ずかしがりやで・・・」というのは日本では一般に微笑ましく受けと
められる。羞恥はなにものでもない私が私になるための，自己への生成をめぐる魂のゆらぎであって，そ
の昔R.ベネディクトが『菊と刀』で問題にした屈辱としての「恥」は，そのゆらぎのある特殊な類型，
顔を失うことへの恐怖の振動にすぎない。
かって作田啓ーが指摘したように，何をさしおいても自己であらねばならない「自己主張の輩」の文化
よりも，自分が自分である／になることにすら，はじらい＝ためらいを覚えることを「美徳」のように感
じる私たち日本の「はにかみの文化」は，確かにポスト近代の人間像を考えるうえで注目に値しよう。ち
なみに，この恥ずかしがりをかわいいとみる視点は，おそらく自己主張を「生意気」とみる傾向とも繋が
っている。それはまた，深層で無我や無私をたたえるわれわれの文化と通底している可能性が高い。
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4-6 自己システムの遷移
私のルーブ
ソシオンの自己システムは私 I'私I,私Iの3要索からなる。私 Iは，私を魅惑し，私が
それを模倣する他者の像である。子どもが最初に出会う母や父，あこがれの兄や姉，同級生や
先輩にはじまり，魅惑的なスターやタレント， CMのモデル，尊敬と崇拝の対象となる人がこ
れにあたる。魅力ではなく反発を感じたり，毛嫌いする他者や反面教師なども私 Iであり，負
の否定すべき私の原像としてとりこまれる，といえる。
私Iは，この他者私 Iが私にかざす鏡像である。私 Iとして取り込む他者は複数いるので，
鏡像も複数になる。 100頁の図3-4はこの複数の鏡像の振り込みによる自己意識の発生を表わし
ている。お父さんBの「よい子ー私」がお母さんCの「憎まれっ子」だったりするわけである。
この複数の鏡像は，うまく使い分けられたり，干渉しあったりしながら，それをかざす他者（私
I)へ私が置いた信頼荷重によって増幅されて，私自身の私である私Iへと帰還する。私Iは，
いろいろな鏡像私Iをインテグレートしながら，私やアナタに物語ることで紡がれていく自分
自身の像である。それは私の同一性（アイデンテイティ）を編む自己回帰の運動のベースとも
なる。
人間が「私」として意識する自己は，無意識のうちにとりこんだ他者への魅惑や反発（私 I)
を起点に，そのかざす鏡像の毀誉褒貶（私II)に一喜一憂しながら取り込みあるいは拒絶して，
私だけの私という自己自身（私II)を探し求め編み上げていく螺旋状の運動である。いったん
形成されたそれなりの私Iも，また別のだれか魅力的な他者私 Iと出会うことで衝撃をうけ，
またあらたに模倣し・・・というかたちで，私 I'私I,私Iの軌道を拡大しながら，螺旋状
に成長していく。自己システムは，中心核に育ての親私 Iをおいて，その外の層を鏡像私Iが
つつみ，その上皮に芽生えた私Iが，またその外に新しい魅惑の他者を取り込んで模倣する・・・
という形で多層に増殖していく「タマネギ」（ラカン）のようなものである， と言える。
鏡像の行方
自己システムは私 I,私I,私Iという 3つの像と荷重からなる，超個体的なコミュニケー
ションの回路である。この自己システムは，鏡像を介して外部である他者に連結されている。
この自己を 3項ユニット（トリオン）と見たとき，他者からの鏡像入力によってシステムがど
ういう変動パターンを示すか，考えられる遷移ロジックを簡単に検討しておきたい52)。
52)私 II Iのそれぞれに対するプラス／マイナスの荷重の置き方によって自己システムを類別する視点
は．すでに別稿で提示したものである。ここでは．この自己システムを「一般理論」の第I部で論じる三
項ユニット＝トリオン (trion)の一種と考えて，鏡像に負が振り込まれたときに．システムにどのような
ダイナミックスが生じうるかについて．筒単な思考実験を試みる。
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図4-7 自己システムの遷移
①否定
②自責
③反抗
④独善
⑤従属
⑥虚栄
私 I, I, IIの三項はそれぞれ正負に荷重されうる。そのパターンは，別稿でも論じたよう
に， 2X2X2=8とおりある。自己システムを I, I, IIの荷重ループと考えよう。まず，
信頼する他者たとえば親や先生から，ひどくしかられた，としよう。図4-7の①鏡像否定[+I, 
-II, +III]がその状態に対応する。子ども Bは，親Aを信頼している（私 Iがプラス）。その
親が「ろくでなし！」という鏡像（私Iがマイナス）をかざしたので，ショックを受けてとま
どっているが，まだ自分は悪いと思っていない（私IIがプラス）状態である。
後にトリオンの動作のところで詳しく述べるが， 3項回路において，「負」が2項つづくばあ
いは，否定の否定は肯定となり，システムは安定する。つまり，何度ループをまわっても，マ
イナスの項はずっとマイナスで，プラスの項は結局プラスになる。これに対し，負が一つの場
合は安定しない。つまり，「負」の環流あるいはたらい回しがおこる。 Iの鏡像から侵入した（注
入された）「負」は，ゲートである Iが正なので，それに媒介されてIIは負になる [+IX-II
→ -III]。この 1の信頼がおおきいほど，自己像へのダメージはおおきい。 Bの自己像は傷つき，
自信を喪失する。システムは，自責による自己嫌悪の状態② [ + I, + I, -II]へ移行する。
あるいは，「負」の荷重が回路を悶々と回るうちに，他者に送り込まれることも起こる。しか
った親や先生に無性に腹が立ってくるかもしれない。 1をマイナスにすると，嫌いなヤツにし
かられても平気ということでダメージを和らげることができるのである。先生や親への信頼
を減らす，あるいはさっぱりと無視するのもひとつの方策である。その場合は「鏡像帰還」も
ゼロに近づくだろう。
ともあれ，自分を理由なしにひどくしかった親や教師に不信の念をいだくことで，私IIの自
-122-
ソシオンの一般理論 (I) (木村）
己像を防衛保全することができる。③の反撥あるいは他者不信 [-1,+II,+III]状態である。
そうこうするうちに，またしかられたりして，やっぱり自分が悪いのかな，などと思ったりす
ると，また元へもどる。こうして，①鏡像否定→②自己嫌悪→③他者不信とループが回る，っ
まり負の移動とともに「私」の気持ちがころころと移り変わることになる。
なお，① 「否定」から即③の「不信」へ移行することもありうる。ここでもし， Bが我の強
い子だったりすると， もっと能動的に不信をいだ＜，つまりほんとに嫌いになって，反感や憎
しみを抱くようになる（する？）かもしれない。そうすると，「負の負は正」で，かえって自分
に奇妙な「自信」が出てくることになる。私 Iをマイナスにすると，理論的に私IIがプラスに
なるのである。じっさい，不良が教師に反抗するのは，おそらくこの否定の否定によって自己
に肯定的な荷重が到来するからである。ちょっと気にくわない教師を能動的に憎悪し（私 Iが
マイナス），かえって憎まれる（私Iもマイナス）ことによ．って，むしろスカッとした快感と自
信（私IIがプラス）を経験するのである。大人への反逆に明け暮れる反抗期の少年や，邪悪な
権力への挑戦と否定によって（のみ）自己の正しさを確認しようとする野党的あるいは反逆者
的独善などがこの類型④ [ -I, -I, + II]にはいるだろう。
もちろん，この私IIがプラスになるのは，不良生徒やドラ息子の頭の中のサプネットにおい
てである。よくてせいぜい非行グループの社会的承認を得るに過ぎない。しかもこの私IIは，
興味深いことに，否定の否定という能動的動作によって，そのつどその場限りで生まれる否定
の「シャド'-」荷重に過ぎないO 不良はヵ消日ぃシヤドーの自信を貪るために，わざとしから
れるようなことをして私 Iを挑発し，憎まれ口をたたいてつっぱりつづけるしかないのである。
だれでも多少「不良」になるいわゆる「反抗期」は，より安定した自己の核心私IIを生みだし
ていくために通過しなければならない自己システムの試練である， と言えるだろう。
索直なタイプは，大人への信頼をもちつづけながら，しかられ続けて自信もなくするという，
またもうひとつの安定軌道にはいる。罵られて自信をなくしながらも，強い他者や権威にした
がう他者への従属軌道である。① 「否定」と② 「自責」のあいだにある⑤ [+I, -II, -III] 
従属がそれである。ときに卑屈な従者にもなるこの索直なタイプも，普逼的に観察することが
できよう。
最後に，②の自己嫌悪タイプと③の他者不信のタイプから落ちこむ安定軌道として，⑥の虚
栄 [-I,+II, -III]が考えられる。自信もないのに他者を侮り， しかも他者の評価だけはほ
しがるスノップ的自己システムがこれにあたるだろう。自分からはさして望まないのに，・プラ
スの私Iがついてまわる生まれのいいデカダン不良のニヒリストタイプと， Iの評価だけはか
き集めようとする嘘つき詐欺師のタイプに分けることができそうである。自分では他者を信頼
してもいない(-I)のに，他者には自分を信じてほしい (+II) と要求する甘えた「意気地
なし」（私IIがマイナス）も，この⑥のループに捕まっている， と言える。
要約しよう。自己システムは，取り込んだ他者の荷重像である私 I' その他者がかざす鏡像
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私I,それが帰還して自己回帰するうちに積分される自己像私Iの3つのサプソシオンのあい
だでコミュニケーション・ループを形成する53)。ふつう他者のかざす鏡像からこの自己システム
に，負や正の荷重が注入される。負が一個のシステム（「否定」と「反抗」と「自責」）は安定
せず，感情と関係がゅらぎつづける。負が2個のシステムは負x負＝正の荷重演算により，ル
ープが安定する。このループ（「虚栄」と「従属」と「独善」）は，否定が行われる限り回りつ
づけるので，主体を自称する意識ー私も，その轍に囚われて脱出しにくいと仮定できる。
4-7 私の物腰
カレと私
アナタが私について語るとき，語るアナタヘの私の信頼に応じて，鏡像のリアリティが私に
やってくる。母あるいは乳母が「アナタはサムライの子なのです」といえば，素直な子は，卑
しくしてはならない，と思うだろう。私にリアリティをもたらすのは，私について語るアナタ
であり，語るアナタヘの私の信頼である。
さて，ここで気づかれるように，アナタによって語られるこの「サムライの子ー私」は，実は
図3-1でいうと Cにあたる，本来第三者の位置にある。「サムライの子」ははじめ，私にとって
は第三者＝カレであったのである。カレがアナタを支点にしてジャックナイフのように私のほ
うに折れ曲がり，いつのまにか私自身のアイデンテイティとなる。そのときその私のリアリテ
ィは，私について語るアナタ＝乳母や母への私の信頼に依存する。私の原像はアナタが語った
カレの姿であり，私の本体はアナタヘ寄せた私の信頼だったのである。私はアナタヘの信頼を
53)アナタ Bがかざす鏡像が私Aの自己感情に及ぽす影響は，私のアナタヘの信頼荷重の増大関数である。
LIAa=B双 LIAb
これは，後に見る差異化の欲望の問題とからんでダイアッド関係を理論化する重大なポイントとなる。
私Aがアナタ Bとの差異 (A-B)に同一化しているとしよう。私は差異である自己の荷重を増大する
ために．アナタの荷重を低下させ，さらには剥奪しようと試みる。他者の敗北は私の勝利であり，私の喜
びである。
もし人間が単に比較の差異に同一化するだけの存在ならば，この他者への攻撃はとどまるところを知
らないだろう。しかし，ここで鏡像帰還が効いてくるのである。アナクの私にたいする懇請やおだてや称
賛は，アナタが人間であると私が認めている限り，そのアナタに対する私の虐待を停止させるプレーキと
して働く。「お優しい方，命だけはお助けください」という懇請やへつらいが，プラスの鏡像荷重となっ
て攻撃者ー私（の乏しい自尊心）に帰還する。しかも，アナタヘの荷重，つまり人間として，あるいは子
分としての「承認」の量を増すほどに，自分に帰還する荷重が増えて，私の自草心も満たされる。
人間に無際限のサディスティックな攻撃をストップさせるメカニズムは，相手への承認を与えること
によって私に帰還してくるこの鏡像荷重の効果である。攻撃を停止することによって他者が私に感謝の
態度を示したとしよう。その示された感謝もしくは敬虔さの量が，他者に恵んだ憐れみの変化量によって
敏感に増幅されて私に帰還する。その帰還荷重量が，さらなる剥奪や攻撃によって拡大される差異の快感
とちょうど釣り合う場所が，人間が同類にたいする攻撃の手をゆるめる心理的分岐点である。この理論的
仮定は，「宗教戦争」や「粛清」のような歯止めのないものには適用されにくいが，桃太郎の物語の中や
少年たちの喧嘩においてはおそらく実際に機能している可能性が高い。
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母胎として生まれるカレであり，そのカレの物語りを自分のアイデンテイティとしてリアルに
生きるために，私はアナタを，私について語る人々を必要とする。
私はアナタが私について語るのを待ち望むだけではない。私はリアルになるためにアナタ
（方）に私について語りはじめる。私のなかに芽生えた私のイメージをリアルにするのは，語
る私にたいするアナタのうなづきである。私は，信頼するアナタヘ，私について物語ることに
よって，私の像をつむぎだす。アナタがうなづくたびに，私の像が荷重を備給され，私の内部
で，いやアナタとの間で，私がリアルになっていく 54)0
人は自分の像や物語をリアルなものとして生きるためには，他者に向かって物語らなければ
ならない。子どもは，母に一Bの出来事を，タンポポを見つけた自分について物語る。夫は会
社での自分の立場を妻に物語る。患者は精神分析医に自分の人生を物語る。詐欺師も，自分に
ついて他者に熱っぽく物語る。こうして，かけがえのない自己の物語をだれかに聞いてもらう
ために全ての人が，受話器をとり， ドアをノックし，あるいはペンをとる。まさに「他者とは
語る主体ー私が構成される場所である」 (J. ラカン）。
自己への回帰
自己の誕生を告げる最終的フェイズは，私が私について私自身に物語る，という自己回帰の
運動のはじまりである。自分について，自分に語りはじめたとき，聞き手がいなくても私は私
の像をつくり，ふくらませながら，他者の承認をもとめて「自分は何者か」と自分探しの道を
歩き始める。しかし，自己回帰はともすれば暴走しやすいし，それでなくとも「私」は作話の
天才である。このとき，その物語りと聞き取りの誠実さに賭けることによって，自己への信頼
つまり私Iをベースに誕生したのが「近代的個人」であったといえよう。
この誠実を担保するものとして，私が物語る私の物語りに対して，不動の荷重をもって否を
言う絶対者が，おそらく「神」とよばれる超越荷重体であった。絶対荷重をもつ「神」という
聞き手を措定することによって，その前に日々の懺悔や告白を行うことで，自己回帰によって
妄想化しやすい「自己自身」のリアリティを社会的に形成・制御することができたのである。
神と教会という装置が機能しなくなった時，私が私について一貫した物語りを語るには，信
頼する私へ向けて誠実に書きとどけられる「手紙」のようなものがとりあえず有効だったろう。
「B記」や「私小説」「自分史」などの書字メディアとその「読者」は，告解をうける神父のよ
うに，語る主体ー私にリアリティをもたらすために是非とも必要とされた架空のアナタであっ
54)ありもしない自分の物語をだれかに物語ることでしか，自分のリアリティをつくれなくなった人を「嘘つ
き」と呼ぶのだろう。その物語が場当たりで相手次第で変わることが「虚言症」の特徴である。自分につ
いて嘘の物語を聞いてもらううちに，自分でも嘘の自分を本当のように感じてしまうこの病理的嘘つき
こそ，人間が採用したコトパと会話による現実の構成という世界構成法の純粋な犠牲者であるのかもし
れない。
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た， とみることができる55)0
こうして一度生まれたこの自己がリアルに存在しようとすれば，たとえ神が死んでも，私は
私について私に語りつづけなければならない。ベケットのモロイのように，熱に浮かされたよ
うに私は私についてたぶん永遠に語りつづけなければならない。しかしこの語られた私が何者
であるか，他者にとって，私でない誰かにとっていったい何の意味をもつ者であるかは，全く
別の問題である。 （つづく）
-1999. 3. 10受稿一
55) 自画像にはじまり，写真アルバム．ホームビデオ等，私に「鏡像」を直かにかざすメディアの発展は．自
己意識の位相に影響を及ぽさずにはいないだろう。そのとき．私の鏡像に備給するのは．いうまでもなく
私を「見て」くれる視聴者の存在である。いまや．犯罪者ですら，自己を実現するために，自分の姿を「ピ
デオ」に撮る。単なる妄想のモードで消去されないために．自分の負の「晴れ姿」を見てくれる仲間や視
聴者．「記事」や「手記」を読んでくれる読者を必要とするのだ。
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